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行事名・時間・会場など

■ 時　間　9：30～15：30
 「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● ２月５日（木）　11：00～
　支援講座「エプロンシアター」講師：保育士

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報
交換」「育児相談」などに利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７2－7754

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● ２月20日（金）　11：00～
　支援講座「エプロンシアター」講師：保育士
※どの会場にも参加できます。予約は不要です
　保険料として1人10円をお願いします

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

● ２月12日（木）　11：00～
　支援講座「エプロンシアター」講師：保育士

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日
　※土曜日は入園している未満児クラスの人も利用できます

●人口 59,636人（先月比 -68）
●男 29,139人（先月比 -45） ●女 30,497人（先月比 -23）
●世帯数 19,671戸（先月比 -26）

市民の動き
（平成26年12月末日現在）

２月13日（金）　13:30～16:00　塩沢老人福祉センター
２月16日（月）　13:30～15:30　働く婦人の家〔浦佐〕
２月25日（水）　14:00～16:00　本庁舎
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660
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●　脳神経外科の休日救急医療　齋藤記念病院　☎773-5111
（診療時間：土曜12：00～翌朝6：00、日曜・祝日6：00～翌朝6：00）
※服用している薬がある場合は、お薬手帳や服用している薬をお持ちください。乳幼児
　の受診の場合は、母子手帳をお持ちください
●　休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688（日曜・祝日のみ）
●　新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025-288-2525
夜間に子どもの具合が悪くなったときに利
用ください。経験豊富な看護師が、必要
に応じて医師のアドバイスを受けながら相談に応じます。
（毎日19：00～ 23：00）
◆　医療機関の適切な利用に協力をお願いします　◆
通常の診療時間のほうが医師やスタッフも揃っているので、
夜間より適切な治療が受けられます。できるだけ通常の時
間に受診しましょう。また、医療や健康のことを気軽に相談
できる「かかりつけ医」を持ちましょう。病状に応じて適切
な病院や医師に紹介してもらえるので、いざというときも安心です。

2015.２
FEBRUARY

25●水
24●火

第２回農業委員会総会
９：30～　大和庁舎３階 旧議場

27●金 乳幼児親子おはなし会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

城内地区第４回「そだち学級」
10：00～11：30　城内地域開発センター

12●木

１●日
第４回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館
コミュニケーション・セミナー
14：00～15：30　子ども・若者育成支援センター

15●日 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　FMゆきぐに

21●土 読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館 多目的室

自然・人・産業の和で築く安心のまち
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第５回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館

「金城幼稚園のスキー教室」
～スキー、楽しいよ! ～

南魚沼市　救急医療 検 索

２月1日～15日
ウェブサイト

救急医療当番
★市消防本部のテレホンガイド　☎782-1991や

　でも当番の確認ができます。

必ず受診前に電話で症状を伝え、対応が可能か確認してください

編　集　後　記
　約20年ぶりに、どんど焼きに参加しました。どんど焼きといえば、
小正月のころに、しめ縄などの正月飾りを燃やし、無病息災や五
穀豊穣を願う伝承行事。雪景色の中でするのが当たり前だと思っ
ていたこの行事に、久しぶりに参加すると、これも雪国ならではの
風景だと改めて感じました。２月は、しおざわ雪譜まつり、南魚沼
市雪まつりがあります。雪国ならではのイベントに、ぜひお出かけ
ください。 （秘書広報室　宮本）

◆今月の表紙
　１月15日（木）に上越国際スキー場で開催されたさくら（年長）
組のスキー教室。みな元気に特設ゲレンデを滑りました。

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科

坂内医院内科

外科

13：30～16：00 ７７6－２０15
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 六日町病院 ７7２－7111

六日町病院 ７7２－7111

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 ７73－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７77－2111

１日
 （日）

８日
（日）

７日
 （土）

11日
（水・祝）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 ７73－６６８８

13：30～16：00
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内科
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休日救急診療所 ７73－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 六日町病院 ７7２－7111

中山医院内科

外科

13：30～16：00 ７83－5500
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７77－2111

ゆきぐに大和病院 ７77－211114日
 （土）

15日
 （日）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 ７73－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７77－2111



ふるさとを愛し　命かがやかせ　生きる子教育目標

〒949-6775 南魚沼市宮472-3　 ☎774-2059 / FAX 774-2082

◆ 全校児童数　193人　◆ 職員数　21人　※ 平成26年9月１日現在

南魚沼市立五十沢小学校 11
シリーズ

シリーズで南魚沼市立の学校を紹介します

【私の国はこんなところ】
　私の国ブータンは、中国とインドに挟まれたヒマラヤ山脈に位置する小さ
な王国です。経済面では発展途上国ですが、平和で幸せな国です。息
をのむような美しい自然が、そのままの環境でいまだに残り、人々はとても
友好的です。
　ブータンの自慢は、国民に愛される王と王に献身的な人々です。ブータンは、
GNH（国民総幸福量）という言葉が世界で初めて使われ、GDP（国内総生産）よ
りもGNHが高く評価される唯一の国です。豊かな文化と伝統、そして手つかずの
自然がブータンの人 を々より一層幸せにし、GNHを高めています。
　ブータンでの人気料理は、赤いごはんとシャカム(乾燥牛肉)やシカム(乾燥豚肉)
です。国内には、美しい寺院と修道院が多くあり、中でもパロ・タクツァン寺院は
特におすすめの場所です。

【南魚沼市に住んで感じた事】
　山や谷に囲まれた南魚沼市は、私の国と似ていて故郷のように感じます。平和で穏やかな場所で、人々はとても親切で
す。私は寿司と温泉が大好きです。いつの季節も南魚沼の美しさを感じています。

国際大学留学生
お国自慢コーナー
～ｂｏａｓｔ ｏｆ ｍｙ ｃｏｕｎｔｒｙ～
「ブータン王国」ドルジ，ツェリングさん
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間伐材を使ったＰＴＡおやじの会ベンチ作り

言葉の力を付ける「書く」活動
新聞を教材として活用するＮＩＥ活用実践と「書く」活動をつ
なぎ、学年に応じたさまざまな取組みを行っています。

つながりを大切にする小中連携活動
廊下でつながる校舎の利点を生かし、児童･生徒、教職員、
保護者など、さまざまな視点からつながりを意識した活動に
取り組んでいます。

五十沢キャンプ場へ全校遠足 八海山スキー場でアルペンスキー教室

　本校は、平成23年度に、旧西五十沢小学校と旧五十沢小学校が統合され、新生五十沢小学校として開校しまし
た。五十沢小学校では、ぴかぴかの校舎と友だちが増えたことを大きな喜びとしている子どもたちのエネルギー
と、保護者や地域から寄せられた願いをつないで、地域の宝として誇れる学校づくりに力を注いでいます。
　教育目標は、統合時に多くの人から寄せられた思いを込めて決めました。「ふるさとを愛し」とは、ふるさとのよ
さを感受して、自らふるさとに働きかけること。「命かがやかせ 生きる」とは、命あることに感謝して、その命を最
大限に輝かせて生きることです。その実現に向けて、特色ある教育活動に取り組んでいます。 

学校を支える保護者・地域ボランティア
ブータン王国
（公用語） ゾンカ語
（首　都） ティンプー
（面　積） 38,400㎢（128位）
（人　口） 69万7千人
（ＧＤＰ（ＰＰＰ）） 47億ドル（158位）
（通　貨） ヌルタム（BTN）
＊ＧＤＰは国内総生産のことで購買力平
　価説（ＰＰＰ）により算出した数値です

絆を深める縦割り班活動
きずな班遊び、ダンス大会、秋の歩き遠足、清掃活動など、１
年を通してさまざまな活動に取り組んでいます。

地域のよさを生かしたふるさと学習
川探検や米作り、地域伝統クラブ活動など、ふるさと五十沢
のよさを感受し、自らふるさとに働きかける活動に取り組んで
います。

優勝を目指し、たくさん練習をしまし
た。本番は、今までで１番のダンスをお
どりたいです。

水がきれいで、生き物をたくさん見つ
けました。学習したことをパンフレット
にして観光客に伝えたいです。

中学校のお姉さんからサインをしても
らいました。大きなお姉さんと仲よく
なれてうれしいです。

先輩の残した投書を読むと書き方が分
かります。新聞に掲載されるといいな。
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男
・
美
女
が
多
く
、
周
囲
を
あ
ま
り
気

に
せ
ず
に
マ
イ
ペ
ー
ス
で
何
事
も
や
り
と
げ

る
傾
向
が
強
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
私
は
子
年
生
ま
れ
で
す
が
、
子

年
に
は
未
年
生
ま
れ
の
人
の
よ
う
に
美

男
・
美
女
と
い
う
言
葉
は
か
け
ら
も
あ
り

ま
せ
ん
。
な
い
も
の
ね
だ
り
と
わ
か
っ
て
い

て
も
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。

　
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
今
年
は
地
方
自

治
体
に
と
って
は
「
創
生
元
年
」
で
あ
り
、

正
に
正
念
場
の
年
と
な
り
ま
す
。
あ
ら
ん

限
り
の
知
恵
を
皆
で
出
し
あ
い
、
南
魚
沼

市
が
将
来
に
わ
た
って
発
展
し
て
い
け
る
よ

う
、
全
身
全
霊
を
注
ぐ
覚
悟
で
あ
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

し
、
平
成
27
年
最
初
の一
言
日
記
と
い
た

し
ま
す
。

間伐材を使ったＰＴＡおやじの会ベンチ作り

言葉の力を付ける「書く」活動
新聞を教材として活用するＮＩＥ活用実践と「書く」活動をつ
なぎ、学年に応じたさまざまな取組みを行っています。

つながりを大切にする小中連携活動
廊下でつながる校舎の利点を生かし、児童･生徒、教職員、
保護者など、さまざまな視点からつながりを意識した活動に
取り組んでいます。

五十沢キャンプ場へ全校遠足 八海山スキー場でアルペンスキー教室

　本校は、平成23年度に、旧西五十沢小学校と旧五十沢小学校が統合され、新生五十沢小学校として開校しまし
た。五十沢小学校では、ぴかぴかの校舎と友だちが増えたことを大きな喜びとしている子どもたちのエネルギー
と、保護者や地域から寄せられた願いをつないで、地域の宝として誇れる学校づくりに力を注いでいます。
　教育目標は、統合時に多くの人から寄せられた思いを込めて決めました。「ふるさとを愛し」とは、ふるさとのよ
さを感受して、自らふるさとに働きかけること。「命かがやかせ 生きる」とは、命あることに感謝して、その命を最
大限に輝かせて生きることです。その実現に向けて、特色ある教育活動に取り組んでいます。 

学校を支える保護者・地域ボランティア
ブータン王国
（公用語） ゾンカ語
（首　都） ティンプー
（面　積） 38,400㎢（128位）
（人　口） 69万7千人
（ＧＤＰ（ＰＰＰ）） 47億ドル（158位）
（通　貨） ヌルタム（BTN）
＊ＧＤＰは国内総生産のことで購買力平
　価説（ＰＰＰ）により算出した数値です

絆を深める縦割り班活動
きずな班遊び、ダンス大会、秋の歩き遠足、清掃活動など、１
年を通してさまざまな活動に取り組んでいます。

地域のよさを生かしたふるさと学習
川探検や米作り、地域伝統クラブ活動など、ふるさと五十沢
のよさを感受し、自らふるさとに働きかける活動に取り組んで
います。

優勝を目指し、たくさん練習をしまし
た。本番は、今までで１番のダンスをお
どりたいです。

水がきれいで、生き物をたくさん見つ
けました。学習したことをパンフレット
にして観光客に伝えたいです。

中学校のお姉さんからサインをしても
らいました。大きなお姉さんと仲よく
なれてうれしいです。

先輩の残した投書を読むと書き方が分
かります。新聞に掲載されるといいな。

ひ
つ
じ

ひ
つ
じ

ね

ね

ひ
つ
じ

ひ
つ
じ

う
ま

ひ
つ
じ

ひ
つ
じ

た
つ
　
み
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◆
大
和
地
域
◆

 

市
営
桜
沢
団
地

募
集
戸
数
　
１
戸（
２
０
１
号
、

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所
　
浦
佐
9
6
‐
１

構
造
　
鉄
筋
３
階
建

家
賃
　
１
７
，
１
０
０
円
〜

　
３
３
，７
０
０
円

駐
車
料
　
２
，
４
０
０
円
／
１
台

 

市
営
一
村
尾
団
地

募
集
戸
数
　
１
戸（
３
‐
６
号
、
３

Ｄ
Ｋ
）

住
所
　
一
村
尾
３
３
９
３

構
造
　
木
造
高
床
式
２
階
建

家
賃
　
１
５
，
６
０
０
円
〜

　
３
０
，７
０
０
円

車
庫
　
１
台（
駐
車
料
な
し
、
高

さ
１
．
６
ｍ
）

◆
六
日
町
地
域
◆ 

 

市
営
長
森
住
宅

募
集
戸
数
　
１
戸（
11
号
、２
Ｄ
Ｋ
）

住
所
　
長
森
１
０
０
８
‐
８

構
造
　
木
造
平
屋
建

家
賃
　
１
３
，
９
０
０
円
〜

　
２
７
，
３
０
０
円

駐
車
料
　
１
，７
０
０
円（
１
台

の
み
駐
車
可
能
）

※
障
が
い
者
向
け
住
宅（
一
般
世

帯
や
単
身
で
も
入
居
可
能
）

 

市
営
西
泉
田
住
宅
１
号
棟

募
集
戸
数
　
１
戸（
１
０
６
号
、

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所
　
西
泉
田
１
９
８

構
造
　
鉄
筋
５
階
建

家
賃
　
１
４
，
０
０
０
円
〜

　
２
７
，５
０
０
円

駐
車
料
　
２
，
４
０
０
円（
１
台

の
み
駐
車
可
能
）

 
県
営
上
町
住
宅
梅
棟

募
集
戸
数
　
１
戸（
３
２
２
号
、

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所
　
六
日
町
１
１
８
３

構
造
　
鉄
筋
４
階
建

家
賃
　
１
９
，
３
０
０
円
〜

　
３
８
，
０
０
０
円

駐
車
料
　
２
，
８
０
０
円（
１
台

の
み
駐
車
可
能
）

◆
塩
沢
地
域
◆ 

　

 

市
営
舞
子
団
地
Ａ
棟

募
集
戸
数
　
１
戸（
２
０
２
号
、

２
階
・
１
Ｄ
Ｋ
）

住
所
　
舞
子
１
１
２
６

構
造
　
鉄
筋
４
階
建

家
賃
　
１
４
，
９
０
０
円
〜

　
２
９
，
３
０
０
円

駐
車
場
　
２
，
０
０
０
円
〜

　
３
，
０
０
０
円
／
１
区
画

※
単
身
入
居
可
能

共
通
事
項

募
集
期
間
　
２
月
２
日（
月
）〜
13

日（
金
）

入
居
者
資
格

　

・
同
居
す
る
親
族
が
い
る（
高
齢

者
・
障
が
い
者
は
、
条
件
に
よ

り
一
部
の
住
宅
へ
単
身
入
居
可

能
）

・
住
宅
事
情
に
困
っ
て
い
る

・
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

・
暴
力
団
員
で
は
な
い

家
賃
算
定
　
収
入
に
応
じ
て
決
定

敷
金
　
家
賃
の
３
か
月
分

※
駐
車
場
は
、
各
団
地
の
区
画
数

で
一
世
帯
１
台
の
場
合
あ
り

入
居
可
能
時
期
　
３
月
中
旬
以
降

申
込
み
　
都
市
計
画
課
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
入
居
資

格
を
確
認
し
、
申
込
書
を
お
渡

し
し
ま
す
。
申
込
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
、
都
市
計
画
課
に

提
出
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
　
住
宅
委
員
会
の
意
見

を
聴
い
て
選
考
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　
　
　
都
市
計
画
課 

施
設
係

　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
6
2

公
営
住
宅 

入
居
者
募
集

　
宅
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
ら

申
告
を

　
住
宅
用
地
に
は
軽
減
措
置
が
あ

り
、
宅
地
の
固
定
資
産
税
が
最
大

１
／
６
、
都
市
計
画
税
が
最
大
１

／
３
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
土
地
所

有
者
で
、
次
の
場
合
は
、
申
告
書

を
提
出
く
だ
さ
い
。

①
住
宅
用
地
以
外
の
土
地
に
住
宅

を
新
築
し
た
。

②
家
屋
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
の

用
途
を
変
更
し
た
。（
住
宅
兼
店

舗
の
店
舗
部
分
を
住
宅
に
し

た
・
事
業
用
家
屋
を
住
宅
や
物

置
に
し
た
な
ど
）

③
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し

た
。（
住
宅
用
地
の
一
部
を
貸
し

駐
車
場
に
し
た
な
ど
）

 

住
宅
用
地
　住
宅
と
し
て
使
用
し

て
い
る
家
屋
の
敷
地
で
す
。
工

場
・
倉
庫
・
店
舗
・
事
務
所
な
ど

の
み
の
敷
地
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら
届
出
を

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現

在
の
所
有
状
況
で
課
税
し
ま
す
。

　
建
物
を
取
り
壊
し
、
届
出
を
し

な
い
と
、
そ
の
建
物
の
課
税
が
継

続
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
建
物

を
取
り
壊
し
た
ら
、
忘
れ
ず
に
届

出
く
だ
さ
い
。

※
１
月
２
日
以
降
に
取
り
壊
し
た

家
屋
は
１
年
間
課
税
さ
れ
ま
す

土
地
、家
屋
を
売
っ
た
の
に
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
登
記
簿
上
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
売
買
契
約
が
終

了
し
て
い
て
も
、
登
記
が
完
了
し

て
い
な
い
と
、
前
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

各
種
届
出
書
は
、大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー
で
も
用
意
し
、受
け

付
け
ま
す

【
問
合
せ
・
届
出
】

　
税
務
課 

資
産
税
班

　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
6
8

固
定
資
産
税
の
各
種
届
出

対
象
　
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平

成
７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

て
、
南
魚
沼
市
内
の
中
学
校
を

卒
業
し
た
人
、
中
学
校
在
学
時

に
南
魚
沼
市
内
に
住
ん
で
い
た

人
、
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
所
が
あ
る
人

※
対
象
者
に
は
、
３
月
初
旬
に
案

内
を
送
付
し
ま
す

日
時
　
５
月
３
日（
日
・
祝
）　

　
午
後
１
時
〜
３
時

受
付
　
正
午
〜
午
後
０
時
50
分

会
場
　
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

 

成
人
式
を
一
緒
に
運
営
し
ま
せ
ん
か
！

　
新
成
人
の
人
で
、
成
人
式
の
司

会
進
行
や
受
付
な
ど
、
式
の
運
営

の
一
部
を
一
緒
に
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
20
歳

の
記
念
に
、
思
い
出
に
残
る
成
人

式
に
し
ま
せ
ん
か
？

　
お
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
電
話
か
メ
ー
ル
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

※
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
て
い
ま
す

 

南
魚
沼
市
成
人
式
　で
検
索

締
切
り
　
３
月
３
日（
火
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
総
務
課
（
成
人
式
担
当
）

　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
6
0

　
メ
ー
ル
： 

　syomu@city.minamiuonuma.lg.jp

平
成
27
年
度

　 成
人
式
の
案
内

　
　
平
成
27
・
28
・
29
年
度
に
、
市
発

注
の
少
額
で
内
容
が
軽
易
な
修
繕

や
工
事
を
希
望
す
る
人
は
、
小
規

模
修
繕
等
希
望
者
届
出
を
提
出
く

だ
さ
い
。

　
現
在
、
届
出
の
あ
る
人
の
有
効

期
限
は
３
月
末
で
す
。
継
続
希
望

で
も
再
度
届
出
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
市
内
の
小
規
模

事
業
者
の
受
注
機
会
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
小
規
模
な
事
業
所

が
あ
る
人

対
象
外
　
①
市
の
入
札
参
加
資
格

申
請
の
登
録
が
あ
る 

②
希
望
業

種
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な

資
格
・
許
可
を
有
し
て
い
な
い 

③
成
年
被
後
見
人
・
被
保
佐
人
・

破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い

発
注
内
容
　
契
約
金
額
が
50
万
円

以
下
の
小
規
模
で
内
容
が
軽
易

な
修
繕
や
工
事
な
ど

申
込
み
　
２
月
23
日（
月
）〜

　
届
出
書
類（
財
政
課
に
用
意
）と

南
魚
沼
市
の
納
税
証
明
書
を
各

１
部
提
出

※
許
可
、
免
許
な
ど
が
必
要
な
場

合
は
そ
の
写
し
も
必
要
。
詳
細

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

有
効
期
間
　
平
成
27
年
４
月
１
日

〜
平
成
30
年
３
月
31
日

対
象
業
種

　土
木
関
係

:

土
工
、
水
路
、
防

護
柵
、
舗
装
、
造
園
な
ど

　
建
築
関
係

:

大
工
、
建
具
、
屋

根
、
板
金
、
内
装
、
左
官
、

塗
装
な
ど

　
設
備
関
係:

電
気
器
具
、電
気
、

照
明
、
放
送
機
器
、
給
排
水
、

空
調
設
備
、
厨
房
設
備

　
そ
の
他

:

自
動
車
、
カ
メ
ラ
、

看
板
、
事
務
機
器
の
修
繕
な

ど

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
財
政
課 

契
約
検
査
班

　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
7
1

平
成
27・28・29
年
度

　小
規
模
修
繕
等

　
　
　希
望
者
届
出

　割
引
が
あ
っ
て
便
利
な「
前
納
制

度
」を
利
用
く
だ
さ
い

　
保
険
料
の
１
年
分
・
半
年
分
を

前
も
っ
て
納
め
る
「
前
納
制
度
」

で
、
口
座
振
替
の
場
合
に
限
り
、

２
年
分
を
前
納
す
る
こ
と
で
よ
り

割
引
額
が
大
き
く
な
る
「
２
年
前

納
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
場
合
に
限
り
ま
す

２
年
前
納
の
メ
リ
ッ
ト

・
２
年
分
で
、
１
４
，
０
０
０
円

程
度
の
割
引
　

・
２
年
前
納
分
の
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象

・
毎
月
の
納
付
の
手
間
を
省
き
、

納
め
忘
れ
を
防
止

※
利
用
に
は
、
２
月
末
ま
で
に
手

続
き
が
必
要

 

口
座
振
替
の
早
割
制
度

　
通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険

料
を
翌
月
末
に
引
落
し
）
は
、
定

額
で
す
が
、
早
割
（
当
月
保
険
料

を
当
月
末
に
引
落
と
し
）
に
す
る

と
１
か
月
50
円
を
割
引
し
ま
す
。

※
口
座
振
替
（
通
常
）
で
も
、
利

用
に
は
改
め
て
申
込
み
が
必
要

【
問
合
せ
】

　
　
　
　
日
本
年
金
機
構
　

　
　
　
　
六
日
町
年
金
事
務
所

　
　
　
　
☎
7
1
6

－

0
8
0
0

国
民
年
金

〜
お
得
な
納
付
制
度
の
活
用
を
〜

　
　
水
道
の
新
規
工
事
を
申
し
込
む

と
、
メ
ー
タ
ー
口
径
に
応
じ
た
加

入
負
担
金
を
納
付
い
た
だ
き
、
水

道
課
で
料
金
算
定
の
た
め
に
メ
ー

タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
今
ま
で
使
用
者
が
メ
ー
タ
ー
を

当
初
設
置
し
た
場
所
か
ら
異
な
る

場
所
へ
移
動
し
、
使
用
す
る
場
合

が
あ
り
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
以

降
は
、
新
規
工
事
と
し
て
、
加
入

負
担
金
の
納
入
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
今
ま
で
水
道
を
使
用
し
て
い

た
建
物
を
解
体
し
、
再
び
使
用
す

る
見
込
み
が
な
い
場
合
は
、
廃
止

手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
一
度
廃
止
し
、
水
道
を
再
使
用

す
る
場
合
は
、
新
た
に
加
入
負

担
金
が
必
要
で
す

【
問
合
せ
】
水
道
課

　
　
　
　
☎
7
7
4

－

3
1
4
1

水
道
加
入
負
担
金

　
　　取
扱
い
の
変
更

メーター口径
13 mm
20 mm
25 mm
30 mm
40 mm
50 mm
75 mm

金　額
43,200円
86,400円
172,800円
345,600円
518,400円
1,209,600円
2,073,600円

水道加入負担金
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◆
大
和
地
域
◆

 

市
営
桜
沢
団
地

募
集
戸
数
　
１
戸（
２
０
１
号
、

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所
　
浦
佐
9
6
‐
１

構
造
　
鉄
筋
３
階
建

家
賃
　
１
７
，
１
０
０
円
〜

　
３
３
，７
０
０
円

駐
車
料
　
２
，
４
０
０
円
／
１
台

 

市
営
一
村
尾
団
地

募
集
戸
数
　
１
戸（
３
‐
６
号
、
３

Ｄ
Ｋ
）

住
所
　
一
村
尾
３
３
９
３

構
造
　
木
造
高
床
式
２
階
建

家
賃
　
１
５
，
６
０
０
円
〜

　
３
０
，７
０
０
円

車
庫
　
１
台（
駐
車
料
な
し
、
高

さ
１
．
６
ｍ
）

◆
六
日
町
地
域
◆ 

 

市
営
長
森
住
宅

募
集
戸
数
　
１
戸（
11
号
、２
Ｄ
Ｋ
）

住
所
　
長
森
１
０
０
８
‐
８

構
造
　
木
造
平
屋
建

家
賃
　
１
３
，
９
０
０
円
〜

　
２
７
，
３
０
０
円

駐
車
料
　
１
，７
０
０
円（
１
台

の
み
駐
車
可
能
）

※
障
が
い
者
向
け
住
宅（
一
般
世

帯
や
単
身
で
も
入
居
可
能
）

 

市
営
西
泉
田
住
宅
１
号
棟

募
集
戸
数
　
１
戸（
１
０
６
号
、

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所
　
西
泉
田
１
９
８

構
造
　
鉄
筋
５
階
建

家
賃
　
１
４
，
０
０
０
円
〜

　
２
７
，５
０
０
円

駐
車
料
　
２
，
４
０
０
円（
１
台

の
み
駐
車
可
能
）

 

県
営
上
町
住
宅
梅
棟

募
集
戸
数
　
１
戸（
３
２
２
号
、

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所
　
六
日
町
１
１
８
３

構
造
　
鉄
筋
４
階
建

家
賃
　
１
９
，
３
０
０
円
〜

　
３
８
，
０
０
０
円

駐
車
料
　
２
，
８
０
０
円（
１
台

の
み
駐
車
可
能
）

◆
塩
沢
地
域
◆ 

　

 

市
営
舞
子
団
地
Ａ
棟

募
集
戸
数
　
１
戸（
２
０
２
号
、

２
階
・
１
Ｄ
Ｋ
）

住
所
　
舞
子
１
１
２
６

構
造
　
鉄
筋
４
階
建

家
賃
　
１
４
，
９
０
０
円
〜

　
２
９
，
３
０
０
円

駐
車
場
　
２
，
０
０
０
円
〜

　
３
，
０
０
０
円
／
１
区
画

※
単
身
入
居
可
能

共
通
事
項

募
集
期
間
　
２
月
２
日（
月
）〜
13

日（
金
）

入
居
者
資
格

　

・
同
居
す
る
親
族
が
い
る（
高
齢

者
・
障
が
い
者
は
、
条
件
に
よ

り
一
部
の
住
宅
へ
単
身
入
居
可

能
）

・
住
宅
事
情
に
困
っ
て
い
る

・
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

・
暴
力
団
員
で
は
な
い

家
賃
算
定
　
収
入
に
応
じ
て
決
定

敷
金
　
家
賃
の
３
か
月
分

※
駐
車
場
は
、
各
団
地
の
区
画
数

で
一
世
帯
１
台
の
場
合
あ
り

入
居
可
能
時
期
　
３
月
中
旬
以
降

申
込
み
　
都
市
計
画
課
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
入
居
資

格
を
確
認
し
、
申
込
書
を
お
渡

し
し
ま
す
。
申
込
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
、
都
市
計
画
課
に

提
出
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
　
住
宅
委
員
会
の
意
見

を
聴
い
て
選
考
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　
　
　
都
市
計
画
課 

施
設
係

　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
6
2

公
営
住
宅 

入
居
者
募
集

　
宅
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
ら

申
告
を

　
住
宅
用
地
に
は
軽
減
措
置
が
あ

り
、
宅
地
の
固
定
資
産
税
が
最
大

１
／
６
、
都
市
計
画
税
が
最
大
１

／
３
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
土
地
所

有
者
で
、
次
の
場
合
は
、
申
告
書

を
提
出
く
だ
さ
い
。

①
住
宅
用
地
以
外
の
土
地
に
住
宅

を
新
築
し
た
。

②
家
屋
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
の

用
途
を
変
更
し
た
。（
住
宅
兼
店

舗
の
店
舗
部
分
を
住
宅
に
し

た
・
事
業
用
家
屋
を
住
宅
や
物

置
に
し
た
な
ど
）

③
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し

た
。（
住
宅
用
地
の
一
部
を
貸
し

駐
車
場
に
し
た
な
ど
）

 

住
宅
用
地
　住
宅
と
し
て
使
用
し

て
い
る
家
屋
の
敷
地
で
す
。
工

場
・
倉
庫
・
店
舗
・
事
務
所
な
ど

の
み
の
敷
地
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら
届
出
を

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現

在
の
所
有
状
況
で
課
税
し
ま
す
。

　
建
物
を
取
り
壊
し
、
届
出
を
し

な
い
と
、
そ
の
建
物
の
課
税
が
継

続
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
建
物

を
取
り
壊
し
た
ら
、
忘
れ
ず
に
届

出
く
だ
さ
い
。

※
１
月
２
日
以
降
に
取
り
壊
し
た

家
屋
は
１
年
間
課
税
さ
れ
ま
す

土
地
、家
屋
を
売
っ
た
の
に
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
登
記
簿
上
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
売
買
契
約
が
終

了
し
て
い
て
も
、
登
記
が
完
了
し

て
い
な
い
と
、
前
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

各
種
届
出
書
は
、大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー
で
も
用
意
し
、受
け

付
け
ま
す

【
問
合
せ
・
届
出
】

　
税
務
課 

資
産
税
班

　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
6
8

固
定
資
産
税
の
各
種
届
出

対
象
　
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平

成
７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

て
、
南
魚
沼
市
内
の
中
学
校
を

卒
業
し
た
人
、
中
学
校
在
学
時

に
南
魚
沼
市
内
に
住
ん
で
い
た

人
、
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
所
が
あ
る
人

※
対
象
者
に
は
、
３
月
初
旬
に
案

内
を
送
付
し
ま
す

日
時
　
５
月
３
日（
日
・
祝
）　

　
午
後
１
時
〜
３
時

受
付
　
正
午
〜
午
後
０
時
50
分

会
場
　
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

 

成
人
式
を
一
緒
に
運
営
し
ま
せ
ん
か
！

　
新
成
人
の
人
で
、
成
人
式
の
司

会
進
行
や
受
付
な
ど
、
式
の
運
営

の
一
部
を
一
緒
に
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
20
歳

の
記
念
に
、
思
い
出
に
残
る
成
人

式
に
し
ま
せ
ん
か
？

　
お
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
電
話
か
メ
ー
ル
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

※
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
て
い
ま
す

 

南
魚
沼
市
成
人
式
　で
検
索

締
切
り
　
３
月
３
日（
火
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
総
務
課
（
成
人
式
担
当
）

　
　
　
　
☎
7
7
3

－

6
6
6
0

　
メ
ー
ル
： 

　syomu@city.minamiuonuma.lg.jp

平
成
27
年
度

　 成
人
式
の
案
内

　
　
平
成
27
・
28
・
29
年
度
に
、
市
発

注
の
少
額
で
内
容
が
軽
易
な
修
繕

や
工
事
を
希
望
す
る
人
は
、
小
規

模
修
繕
等
希
望
者
届
出
を
提
出
く

だ
さ
い
。

　
現
在
、
届
出
の
あ
る
人
の
有
効

期
限
は
３
月
末
で
す
。
継
続
希
望

で
も
再
度
届
出
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
市
内
の
小
規
模

事
業
者
の
受
注
機
会
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
小
規
模
な
事
業
所

が
あ
る
人

対
象
外
　
①
市
の
入
札
参
加
資
格

申
請
の
登
録
が
あ
る 

②
希
望
業

種
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な

資
格
・
許
可
を
有
し
て
い
な
い 

③
成
年
被
後
見
人
・
被
保
佐
人
・

破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い

発
注
内
容
　
契
約
金
額
が
50
万
円

以
下
の
小
規
模
で
内
容
が
軽
易

な
修
繕
や
工
事
な
ど

申
込
み
　
２
月
23
日（
月
）〜

　
届
出
書
類（
財
政
課
に
用
意
）と

南
魚
沼
市
の
納
税
証
明
書
を
各

１
部
提
出

※
許
可
、
免
許
な
ど
が
必
要
な
場

合
は
そ
の
写
し
も
必
要
。
詳
細

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

有
効
期
間
　
平
成
27
年
４
月
１
日

〜
平
成
30
年
３
月
31
日

対
象
業
種

　土
木
関
係

:

土
工
、
水
路
、
防

護
柵
、
舗
装
、
造
園
な
ど

　
建
築
関
係

:

大
工
、
建
具
、
屋

根
、
板
金
、
内
装
、
左
官
、

塗
装
な
ど

　
設
備
関
係:

電
気
器
具
、電
気
、

照
明
、
放
送
機
器
、
給
排
水
、

空
調
設
備
、
厨
房
設
備

　
そ
の
他

:

自
動
車
、
カ
メ
ラ
、

看
板
、
事
務
機
器
の
修
繕
な

ど

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
財
政
課 

契
約
検
査
班

　
　
　
　
☎
7
7
3

－
6
6
7
1

平
成
27・28・29
年
度

　小
規
模
修
繕
等

　
　
　希
望
者
届
出

　割
引
が
あ
っ
て
便
利
な「
前
納
制

度
」を
利
用
く
だ
さ
い

　
保
険
料
の
１
年
分
・
半
年
分
を

前
も
っ
て
納
め
る
「
前
納
制
度
」

で
、
口
座
振
替
の
場
合
に
限
り
、

２
年
分
を
前
納
す
る
こ
と
で
よ
り

割
引
額
が
大
き
く
な
る
「
２
年
前

納
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
場
合
に
限
り
ま
す

２
年
前
納
の
メ
リ
ッ
ト

・
２
年
分
で
、
１
４
，
０
０
０
円

程
度
の
割
引
　

・
２
年
前
納
分
の
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象

・
毎
月
の
納
付
の
手
間
を
省
き
、

納
め
忘
れ
を
防
止

※
利
用
に
は
、
２
月
末
ま
で
に
手

続
き
が
必
要

 

口
座
振
替
の
早
割
制
度

　
通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険

料
を
翌
月
末
に
引
落
し
）
は
、
定

額
で
す
が
、
早
割
（
当
月
保
険
料

を
当
月
末
に
引
落
と
し
）
に
す
る

と
１
か
月
50
円
を
割
引
し
ま
す
。

※
口
座
振
替
（
通
常
）
で
も
、
利

用
に
は
改
め
て
申
込
み
が
必
要

【
問
合
せ
】

　
　
　
　
日
本
年
金
機
構
　

　
　
　
　
六
日
町
年
金
事
務
所

　
　
　
　
☎
7
1
6

－

0
8
0
0

国
民
年
金

〜
お
得
な
納
付
制
度
の
活
用
を
〜

　
　
水
道
の
新
規
工
事
を
申
し
込
む

と
、
メ
ー
タ
ー
口
径
に
応
じ
た
加

入
負
担
金
を
納
付
い
た
だ
き
、
水

道
課
で
料
金
算
定
の
た
め
に
メ
ー

タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
今
ま
で
使
用
者
が
メ
ー
タ
ー
を

当
初
設
置
し
た
場
所
か
ら
異
な
る

場
所
へ
移
動
し
、
使
用
す
る
場
合

が
あ
り
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
以

降
は
、
新
規
工
事
と
し
て
、
加
入

負
担
金
の
納
入
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
今
ま
で
水
道
を
使
用
し
て
い

た
建
物
を
解
体
し
、
再
び
使
用
す

る
見
込
み
が
な
い
場
合
は
、
廃
止

手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
一
度
廃
止
し
、
水
道
を
再
使
用

す
る
場
合
は
、
新
た
に
加
入
負

担
金
が
必
要
で
す

【
問
合
せ
】
水
道
課

　
　
　
　
☎
7
7
4

－

3
1
4
1

水
道
加
入
負
担
金

　
　　取
扱
い
の
変
更

メーター口径
13 mm
20 mm
25 mm
30 mm
40 mm
50 mm
75 mm

金　額
43,200円
86,400円
172,800円
345,600円
518,400円
1,209,600円
2,073,600円

水道加入負担金
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◆ JR塩沢駅から徒歩5分    

←湯沢 浦佐→ 

六日町→←湯沢 

 

第四銀行 

セブンイレブン塩沢小学校入口 塩沢駅前

 
Aコープ 

塩沢公民館 

 
鈴木牧之
記念館  

勤労者
体育センター 

市役所塩沢庁舎  

塩沢郵便局 

島新田入口

勤労者
体育センター 

上越線 

P 

P 

〒 

まつり主会場
ふれあい広場  

牧之通り 
塩沢信組本店 

祭

市役所塩沢庁舎  

塩沢郵便局 

国道17号 
島新田入口

JR塩沢駅 

塩沢小学校

会 場
周辺図

六日町駅
ララP 市役所

FMゆきぐに

魚野川

（東口）

P 市民会館
〶

足湯
会場 雪のステージ

国道17号 

会場周辺図

兼続通り商店街兼続通り商店街

～「北越雪譜」の著者「鈴木牧之」を顕彰し、雪国文化を継承する祭りです～～「北越雪譜」の著者「鈴木牧之」を顕彰し、雪国文化を継承する祭りです～
【問合せ】塩沢商工会　☎７８２-１２０６
　　　　　ウェブサイト http://shiozawasho.jp/

　イベント日程
●　水　行　会　場　12：00　清水「火生の滝」（国道291号線を行き止まりまで行き、左に徒歩３分）
●　地　歌　舞　伎　公　演　14：30　塩沢勤労者体育センター　演目：忠臣蔵外伝 大石下り
●　書　　　道　　　展　２月21日（土）～ ３月６日（金）　塩沢公民館で開催

　ふれあい広場（主会場）周辺
　餅つき、甘酒サービス、地酒・飲食コーナー、露店多数
●　12：30　お琴の演奏〔塩沢信用組合本店〕
●　14：00　織物展示会、小物抽選会〔鈴木牧之記念館〕
　　　　　　※入場無料　９：00～20：00
●　15：00　子ども福餅まき
●　17：30　百八燈大護摩
●　18：00　餅つき
●　19：00　雪のステージイベント
●　20：00　子ども福餅まき
●　20：20　一般福餅まき
●　21：00　終了予定
※天候などで内容、時間を変更する場合があります

　
　ひな雪見かざり　　２月21日（土）～４月３日（金）
三国街道塩沢宿（牧之通り周辺）の約60軒で公開

　俳　　句　　会　　２月22日（日）　９：00 ～ 〔はなや〕

主催　しおざわ雪譜まつり実行委員会
　　　（塩沢商工会、南魚沼市、塩沢区、しおざわ農業協同組合、
　　　　南魚沼市観光協会、塩沢織物工業協同組合）
後援　ほくほく線沿線地域振興連絡協議会

【お問い合わせ】
（一社）南魚沼市観光協会　☎７８３-３３７７
ウェブサイト　http://www.m-uonuma.jp
雪まつりフェイスブックも発信中！

同　時　開　催　！

百八灯大護摩

主会場

子ども福餅まき

2月21日㈯

こと

第31回　しおざわ雪譜まつり第31回　しおざわ雪譜まつり
2月14日（土）12：00～21：00
2月15日（日）10：00～15：00
2月14日（土）12：00～21：00
2月15日（日）10：00～15：00日時 六日町大橋下 魚野川河川敷

雪まつり特設会場
六日町大橋下 魚野川河川敷
雪まつり特設会場

会場

食 べ る

「雪国だから雪まつり、雪がつなぐ人と人」

第65回　南魚沼市雪まつり
伊勢町大神宮から御神火をリレーして、会場の灯り、そして坂戸山百八灯へとつなぐ『絆』のリレー。

そして雪国ならではのおもてなしと雪の楽しみ方がギュッと詰まった２日間。
恒例の伝統芸能ショーや、ほんやら洞も健在！みんなでつくろう雪まつり！

※今年からステージを中央に移動しました

12：00
14：00
16：30

17：00

17：30

18：00

18：30

19：00

～

20：45

21：00
10：00
10：30

12：00

～

13：00

14：45
15：00

オープニングセレモニー
でっこい雪国かるた大会（ステージ前特設会場）
国際大学　観光ウェブプロモーションコンテスト表彰式

鳥追い・セレモニー
しおざわ雪譜まつり／裸押合大祭／婿の胴上げＰＲ

ほんやら洞運営開始・松明リレー スタート

百八灯点火
第１部 地元で活躍する歌手による地域ソングショー

第２部 関東・県内で活躍する地元歌い手の歌謡ショー

与野鴻沼太鼓
沖縄県金武町立嘉芸小学校
六日町芸能連盟（お六甚句・上越六日町）
上田五十騎・毘龍剣友会 剣舞
御実城太鼓 ※出演順未定

フィナーレ
実行委員長挨拶
ふれあい店のＰＲ

御実城ばやし
よさこい彩雅組
御実城太鼓（中学生） ※出演順未定

餅まき大会
終演

お も て な し
ほんやら洞

雪 国 か る た 大 会
で っ こ い 14日㈯ 14：00～ 14日㈯ 18：00～

歌 謡 シ ョ ー
地 元 歌 い 手

遊 ぶ・体 験

特 設 ス テ ー ジ タ イ ム ス ケ ジ ー ル

雪壁アート
ワークショップ・雪のすべり台

ふるさとふれあい店

14
日
㈯

15
日
㈰

※ステージ内容を変更する場合があります

葉月みなみ

15日㈰も「雪国かるた」で遊べるよ！ 大杉ひろし・大空葉子・豊野美佐子・山本尚壱・上村茂代

Ｅｍｉ

前
回
好
評
だ
っ
た
雪
国
か
る
た
を

　ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
今
年
も
開
催
！

FMゆきぐに
放送予定

17：00～ 18：00

14日（土） 17：00～18：00　車輛通行止め

駐車場は市役所本庁舎か市民会館を利用ください。
※駐車場は混雑が予想されるため、公共交通機関や乗り
　合いでの来場に協力ください

市報 みなみ魚沼　平成27年２月１日発行 06



◆ JR塩沢駅から徒歩5分    

←湯沢 浦佐→ 

六日町→←湯沢 

 

第四銀行 

セブンイレブン塩沢小学校入口 塩沢駅前

 
Aコープ 

塩沢公民館 

 
鈴木牧之
記念館  

勤労者
体育センター 

市役所塩沢庁舎  

塩沢郵便局 

島新田入口

勤労者
体育センター 

上越線 

P 

P 

〒 

まつり主会場
ふれあい広場  

牧之通り 
塩沢信組本店 

祭

市役所塩沢庁舎  

塩沢郵便局 

国道17号 
島新田入口

JR塩沢駅 

塩沢小学校

会 場
周辺図

六日町駅
ララP 市役所

FMゆきぐに

魚野川

（東口）

P 市民会館
〶

足湯
会場 雪のステージ

国道17号 

会場周辺図

兼続通り商店街兼続通り商店街

～「北越雪譜」の著者「鈴木牧之」を顕彰し、雪国文化を継承する祭りです～～「北越雪譜」の著者「鈴木牧之」を顕彰し、雪国文化を継承する祭りです～
【問合せ】塩沢商工会　☎７８２-１２０６
　　　　　ウェブサイト http://shiozawasho.jp/

　イベント日程
●　水　行　会　場　12：00　清水「火生の滝」（国道291号線を行き止まりまで行き、左に徒歩３分）
●　地　歌　舞　伎　公　演　14：30　塩沢勤労者体育センター　演目：忠臣蔵外伝 大石下り
●　書　　　道　　　展　２月21日（土）～ ３月６日（金）　塩沢公民館で開催

　ふれあい広場（主会場）周辺
　餅つき、甘酒サービス、地酒・飲食コーナー、露店多数
●　12：30　お琴の演奏〔塩沢信用組合本店〕
●　14：00　織物展示会、小物抽選会〔鈴木牧之記念館〕
　　　　　　※入場無料　９：00～20：00
●　15：00　子ども福餅まき
●　17：30　百八燈大護摩
●　18：00　餅つき
●　19：00　雪のステージイベント
●　20：00　子ども福餅まき
●　20：20　一般福餅まき
●　21：00　終了予定
※天候などで内容、時間を変更する場合があります

　
　ひな雪見かざり　　２月21日（土）～４月３日（金）
三国街道塩沢宿（牧之通り周辺）の約60軒で公開

　俳　　句　　会　　２月22日（日）　９：00 ～ 〔はなや〕

主催　しおざわ雪譜まつり実行委員会
　　　（塩沢商工会、南魚沼市、塩沢区、しおざわ農業協同組合、
　　　　南魚沼市観光協会、塩沢織物工業協同組合）
後援　ほくほく線沿線地域振興連絡協議会

【お問い合わせ】
（一社）南魚沼市観光協会　☎７８３-３３７７
ウェブサイト　http://www.m-uonuma.jp
雪まつりフェイスブックも発信中！

同　時　開　催　！

百八灯大護摩

主会場

子ども福餅まき

2月21日㈯

こと

第31回　しおざわ雪譜まつり第31回　しおざわ雪譜まつり
2月14日（土）12：00～21：00
2月15日（日）10：00～15：00
2月14日（土）12：00～21：00
2月15日（日）10：00～15：00日時 六日町大橋下 魚野川河川敷

雪まつり特設会場
六日町大橋下 魚野川河川敷
雪まつり特設会場

会場

食 べ る

「雪国だから雪まつり、雪がつなぐ人と人」

第65回　南魚沼市雪まつり
伊勢町大神宮から御神火をリレーして、会場の灯り、そして坂戸山百八灯へとつなぐ『絆』のリレー。

そして雪国ならではのおもてなしと雪の楽しみ方がギュッと詰まった２日間。
恒例の伝統芸能ショーや、ほんやら洞も健在！みんなでつくろう雪まつり！

※今年からステージを中央に移動しました

12：00
14：00
16：30

17：00

17：30

18：00

18：30

19：00

～

20：45

21：00
10：00
10：30

12：00

～

13：00

14：45
15：00

オープニングセレモニー
でっこい雪国かるた大会（ステージ前特設会場）
国際大学　観光ウェブプロモーションコンテスト表彰式

鳥追い・セレモニー
しおざわ雪譜まつり／裸押合大祭／婿の胴上げＰＲ

ほんやら洞運営開始・松明リレー スタート

百八灯点火
第１部 地元で活躍する歌手による地域ソングショー

第２部 関東・県内で活躍する地元歌い手の歌謡ショー

与野鴻沼太鼓
沖縄県金武町立嘉芸小学校
六日町芸能連盟（お六甚句・上越六日町）
上田五十騎・毘龍剣友会 剣舞
御実城太鼓 ※出演順未定

フィナーレ
実行委員長挨拶
ふれあい店のＰＲ

御実城ばやし
よさこい彩雅組
御実城太鼓（中学生） ※出演順未定

餅まき大会
終演

お も て な し
ほんやら洞

雪 国 か る た 大 会
で っ こ い 14日㈯ 14：00～ 14日㈯ 18：00～

歌 謡 シ ョ ー
地 元 歌 い 手

遊 ぶ・体 験

特 設 ス テ ー ジ タ イ ム ス ケ ジ ー ル

雪壁アート
ワークショップ・雪のすべり台

ふるさとふれあい店

14
日
㈯

15
日
㈰

※ステージ内容を変更する場合があります

葉月みなみ

15日㈰も「雪国かるた」で遊べるよ！ 大杉ひろし・大空葉子・豊野美佐子・山本尚壱・上村茂代

Ｅｍｉ

前
回
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だ
っ
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雪
国
か
る
た
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　ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
今
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も
開
催
！
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高
齢
者
が
自
宅
で
安
心
し
た
生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族

に
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
高
齢
者
の
み
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
生
活
支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
？

　
　
屋
根
雪
除
雪
の
援
助
や
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
除
雪
援
助

　
自
力
で
自
宅
屋
根（
空
き
家
は
対
象
外
）

の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
世
帯
に
、
援
助
を

行
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
申

請
の
支
援
を
し
ま
す
。

対
象
…
65
歳
以
上
の
一
人
世
帯
・
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
、
市
民
税
が
非
課
税
世

帯
か
、
均
等
割
の
み
の
世
帯

※
世
帯
主
が
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
〜
４

級
の
場
合
や
、
母
子
世
帯
も
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

親
族
か
ら
援
助
が
受
け
ら
れ
る
場
合

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

費
用
…
１
時
間
４
０
０
円
（
利
用
限
度
：

24
時
間
以
内
）

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布

　
緊
急
時
に
役
立
つ
情
報
を
筒
に
入
れ
て

冷
蔵
庫
に
保
管
し
、
救
急
活
動
に
役
立
て

ま
す
。
12
月
こ
ろ
か
ら
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
対
象
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

対
象
…
65
歳
以
上
の
一
人
世
帯
・
高
齢
者

の
み
の
世
帯
等

費
用
…
無
料

緊
急
通
報
装
置
貸
与

　
急
病
や
緊
急
時
に
対
応
す
る
た
め
、
緊

急
通
報
装
置
を
貸
し
出
し
ま
す
。
24
時
間

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
や
、
１
か
月
に
１
回
安

否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対
象
…
65
歳
以
上
の
一
人
世
帯
・
寝
た
き

り
の
高
齢
者
が
い
る
高
齢
者
の
み
の
世

帯
で
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

費
用
…
１
か
月
４
０
０
円

寝
具
洗
濯
サ
ー
ビ
ス

　
寝
具
の
洗
濯
に
助
成
を
行
い
ま
す
。
市

が
委
託
し
た
業
者
が
回
収
・
配
達
を
し

ま
す
。

対
象
…
65
歳
以
上
の
一
人
世
帯
・
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
、
市
民
税
が
非
課
税
世

帯
か
、
均
等
割
の
み
の
世
帯

費
用
…
経
費
の
２
割
が
自
己
負
担
（
お
お

む
ね
５
０
０
円
程
度
）

受
付
…
毎
年
度
７
月
に
受
付
し
、
８
月
下

旬
こ
ろ
に
実
施

※
今
年
度
の
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す

 

高
齢
者  

65
歳
以
上
で
、
要
介
護
・
要
支

援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

 

障
が
い
者  

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
・

２
級
、
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人

※
市
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合
や
、「
南
魚

沼
市
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
住
宅
整
備

資
金
」
を
返
済
中
の
場
合
な
ど
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん

補
助
対
象
工
事
費
の
上
限
額

①
…
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
や
、
障
が
い

者
の
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
の
住
宅

改
修
の
対
象
者
：
30
万
円

②
…
①
以
外
の
人
：
50
万
円

補
助
額
…
補
助
対
象
工
事
費
の
50
％

※
世
帯
の
課
税
状
況
で
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

受
付
…
毎
年
度
４
月
〜
12
月
を
予
定

※
今
年
度
の
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す

紙
お
む
つ
の
支
給

　
紙
お
む
つ
が
必
要
な
高
齢
者（
入
院・入

所
は
対
象
外
）に
、月
１
回
配
達
し
ま
す
。

対
象
…
65
歳
以
上
で
要
介
護
１
以
上
の
認

定
を
受
け
、
世
帯
全
員
の
市
民
税
総
額

が
22
万
円
以
下
の
場
合

費
用
…
無
料
（
給
付
限
度
あ
り
）

　
　
高
齢
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
ま

す
。
何
か
助
成
制
度
は
な
い
の
？

　
　
一
定
期
間
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

場
合
に
、
在
宅
要
介
護
高
齢
者
家
族
手

当
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
自

宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
住

宅
改
造
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

在
宅
要
介
護
高
齢
者
家
族
手
当

　
高
齢
者
を
一
定
期
間
、
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
家
族
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
…
要
介
護
４
以
上
で
65
歳
以
上
の
高

齢
者
を
、
１
年
間
で
連
続
し
て
３
か
月

以
上
在
宅
介
護
し
て
い
る
場
合
（
特
別

障
が
い
者
手
当
の
受
給
者
は
対
象
外
）

支
給
額
…
３
０
，
０
０
０
円
（
年
額
）

受
付
…
毎
年
度
10
月
〜
12
月
を
予
定

※
今
年
度
の
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す

高
齢
者
・
障
が
い
者
向
け
住
宅
整
備
費
補

助
金

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
自
宅
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
居
室
・
ト
イ
レ
・

浴
室
な
ど
の
改
造
や
階
段
昇
降
機
・
ホ
ー

ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

※
新
築
・
建
替
え
は
対
象
外

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
高
齢
者
・
障

が
い
者
で
、
対
象
住
宅
に
住
む
世
帯
全

員
の
前
年
の
収
入
合
計
額
が
６
０
０
万

円
未
満
の
人

Q.A.

A. Q.

シリーズ
市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
⑰

高
齢
者
向
け
の
制
度
は
？

【
問
合
せ
】
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
６
６
７

シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します 南魚沼市WEB企業ガイドウェブは 検 索

塩沢信用組合
〒949－6408　南魚沼市塩沢1221番地４
☎ 782－1201　FAX 782－4063
メール：shinkumi@pluto.plala.or.jp
ウェブサイト：http://www.shiozawa.shinkumi.jp

金融業

こんな会社です
　塩沢信用組合は、昭和28年４月に創業し、地元で愛され続けて60年以上となる地域密着型の金融機
関です。営業区域は南魚沼地域と魚沼市・十日町市・津南町で、６店舗で営業をしています。地元の
中小零細企業者や勤労者のみなさんを対象とした当組合独自の取組みは、利用者からも評判で、県内
外の金融機関からも注目を集めています。また、男女ともに働きやすい職場環境作りや、仕事と家庭
の両立ができる職場をめざし、生活スタイルの変化に応じて、４区分の働き方を選択できる制度を設
けています。地域社会の発展に貢献するため、ベテラン職員と若手職員の力を融合し、日々一生懸命
に営業することを心がけ、役職員一同となり取り組んでいます。
　独自にこんな取組みをしています
◆担保・保証にたよらず、家計の救済を行う「自己責任貸出」
◆融資後も利用者との信頼関係を継続する「事後管理システム」
◆若手経営者を育成する「魚沼の経営塾」
◆業務の効率化を行う「サマータイム勤務」　など
　イチ押しの社員を紹介 
　　　～上村杏菜さん（旧姓：若井）（融資係）～

　　就職にあたり、この会社を選んだ理由は？
　　生まれ育ったこの地の人たちの人柄が大好きで、就職をす
るなら地元でと考えていました。求人情報を見て「キラッ
と光る何か」を感じ、地域のみなさんの力になれる仕事が
したいと思い、塩沢信用組合を選びました。

　　この会社で働いてみてどうですか？
　　お客さんとの距離が近いところに魅力を感じるとともに、
近いだけに難しい面もあります。困って相談に来られるお
客さんの役にたてたときはとても嬉しく感じます。まだま
だ勉強中ですが、充実した毎日を送っています。

　　一企業人として、どんな南魚沼市にしていきたいですか？
　　若い人たちがもっと活躍できる場があると元気な市になる
と思います。学校卒業後もここに残りたい、一度県外に出
たとしても帰ってきたくなるような魅力のあるまちにして
いきたいですね。

　　最後にこれから就職したいと思っている後輩へ一言。
　　地域に密着した金融機関ならではのよさがあり、お客さん
の喜ぶ顔を間近に見ることができます。若い人も多く、活
気があって、女性も働きやすい職場です。一緒にがんばり
ましょう！

Q.
A.

Q.
A.

Q.
A.

Q.
A.

シリーズ❸
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高
齢
者
が
自
宅
で
安
心
し
た
生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族

に
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
高
齢
者
の
み
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
生
活
支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
？

　
　
屋
根
雪
除
雪
の
援
助
や
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
除
雪
援
助

　
自
力
で
自
宅
屋
根（
空
き
家
は
対
象
外
）

の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
世
帯
に
、
援
助
を

行
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
申

請
の
支
援
を
し
ま
す
。

対
象
…
65
歳
以
上
の
一
人
世
帯
・
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
、
市
民
税
が
非
課
税
世

帯
か
、
均
等
割
の
み
の
世
帯

※
世
帯
主
が
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
〜
４

級
の
場
合
や
、
母
子
世
帯
も
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

親
族
か
ら
援
助
が
受
け
ら
れ
る
場
合

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

費
用
…
１
時
間
４
０
０
円
（
利
用
限
度
：

24
時
間
以
内
）

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布

　
緊
急
時
に
役
立
つ
情
報
を
筒
に
入
れ
て

冷
蔵
庫
に
保
管
し
、
救
急
活
動
に
役
立
て

ま
す
。
12
月
こ
ろ
か
ら
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
対
象
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

対
象
…
65
歳
以
上
の
一
人
世
帯
・
高
齢
者

の
み
の
世
帯
等

費
用
…
無
料

緊
急
通
報
装
置
貸
与

　
急
病
や
緊
急
時
に
対
応
す
る
た
め
、
緊

急
通
報
装
置
を
貸
し
出
し
ま
す
。
24
時
間

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
や
、
１
か
月
に
１
回
安

否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対
象
…
65
歳
以
上
の
一
人
世
帯
・
寝
た
き

り
の
高
齢
者
が
い
る
高
齢
者
の
み
の
世

帯
で
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

費
用
…
１
か
月
４
０
０
円

寝
具
洗
濯
サ
ー
ビ
ス

　
寝
具
の
洗
濯
に
助
成
を
行
い
ま
す
。
市

が
委
託
し
た
業
者
が
回
収
・
配
達
を
し

ま
す
。

対
象
…
65
歳
以
上
の
一
人
世
帯
・
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
、
市
民
税
が
非
課
税
世

帯
か
、
均
等
割
の
み
の
世
帯

費
用
…
経
費
の
２
割
が
自
己
負
担
（
お
お

む
ね
５
０
０
円
程
度
）

受
付
…
毎
年
度
７
月
に
受
付
し
、
８
月
下

旬
こ
ろ
に
実
施

※
今
年
度
の
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す

 

高
齢
者  

65
歳
以
上
で
、
要
介
護
・
要
支

援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

 

障
が
い
者  

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
・

２
級
、
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人

※
市
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合
や
、「
南
魚

沼
市
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
住
宅
整
備

資
金
」
を
返
済
中
の
場
合
な
ど
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん

補
助
対
象
工
事
費
の
上
限
額

①
…
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
や
、
障
が
い

者
の
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
の
住
宅

改
修
の
対
象
者
：
30
万
円

②
…
①
以
外
の
人
：
50
万
円

補
助
額
…
補
助
対
象
工
事
費
の
50
％

※
世
帯
の
課
税
状
況
で
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

受
付
…
毎
年
度
４
月
〜
12
月
を
予
定

※
今
年
度
の
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す

紙
お
む
つ
の
支
給

　
紙
お
む
つ
が
必
要
な
高
齢
者（
入
院・入

所
は
対
象
外
）に
、月
１
回
配
達
し
ま
す
。

対
象
…
65
歳
以
上
で
要
介
護
１
以
上
の
認

定
を
受
け
、
世
帯
全
員
の
市
民
税
総
額

が
22
万
円
以
下
の
場
合

費
用
…
無
料
（
給
付
限
度
あ
り
）

　
　
高
齢
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
ま

す
。
何
か
助
成
制
度
は
な
い
の
？

　
　
一
定
期
間
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

場
合
に
、
在
宅
要
介
護
高
齢
者
家
族
手

当
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
自

宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
住

宅
改
造
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

在
宅
要
介
護
高
齢
者
家
族
手
当

　
高
齢
者
を
一
定
期
間
、
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
家
族
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
…
要
介
護
４
以
上
で
65
歳
以
上
の
高

齢
者
を
、
１
年
間
で
連
続
し
て
３
か
月

以
上
在
宅
介
護
し
て
い
る
場
合
（
特
別

障
が
い
者
手
当
の
受
給
者
は
対
象
外
）

支
給
額
…
３
０
，
０
０
０
円
（
年
額
）

受
付
…
毎
年
度
10
月
〜
12
月
を
予
定

※
今
年
度
の
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す

高
齢
者
・
障
が
い
者
向
け
住
宅
整
備
費
補

助
金

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
自
宅
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
居
室
・
ト
イ
レ
・

浴
室
な
ど
の
改
造
や
階
段
昇
降
機
・
ホ
ー

ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

※
新
築
・
建
替
え
は
対
象
外

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
高
齢
者
・
障

が
い
者
で
、
対
象
住
宅
に
住
む
世
帯
全

員
の
前
年
の
収
入
合
計
額
が
６
０
０
万

円
未
満
の
人

Q.A.

A. Q.

シリーズ
市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
⑰

高
齢
者
向
け
の
制
度
は
？

【
問
合
せ
】
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
６
６
７

シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します 南魚沼市WEB企業ガイドウェブは 検 索

塩沢信用組合
〒949－6408　南魚沼市塩沢1221番地４
☎ 782－1201　FAX 782－4063
メール：shinkumi@pluto.plala.or.jp
ウェブサイト：http://www.shiozawa.shinkumi.jp

金融業

こんな会社です
　塩沢信用組合は、昭和28年４月に創業し、地元で愛され続けて60年以上となる地域密着型の金融機
関です。営業区域は南魚沼地域と魚沼市・十日町市・津南町で、６店舗で営業をしています。地元の
中小零細企業者や勤労者のみなさんを対象とした当組合独自の取組みは、利用者からも評判で、県内
外の金融機関からも注目を集めています。また、男女ともに働きやすい職場環境作りや、仕事と家庭
の両立ができる職場をめざし、生活スタイルの変化に応じて、４区分の働き方を選択できる制度を設
けています。地域社会の発展に貢献するため、ベテラン職員と若手職員の力を融合し、日々一生懸命
に営業することを心がけ、役職員一同となり取り組んでいます。
　独自にこんな取組みをしています
◆担保・保証にたよらず、家計の救済を行う「自己責任貸出」
◆融資後も利用者との信頼関係を継続する「事後管理システム」
◆若手経営者を育成する「魚沼の経営塾」
◆業務の効率化を行う「サマータイム勤務」　など
　イチ押しの社員を紹介 
　　　～上村杏菜さん（旧姓：若井）（融資係）～

　　就職にあたり、この会社を選んだ理由は？
　　生まれ育ったこの地の人たちの人柄が大好きで、就職をす
るなら地元でと考えていました。求人情報を見て「キラッ
と光る何か」を感じ、地域のみなさんの力になれる仕事が
したいと思い、塩沢信用組合を選びました。

　　この会社で働いてみてどうですか？
　　お客さんとの距離が近いところに魅力を感じるとともに、
近いだけに難しい面もあります。困って相談に来られるお
客さんの役にたてたときはとても嬉しく感じます。まだま
だ勉強中ですが、充実した毎日を送っています。

　　一企業人として、どんな南魚沼市にしていきたいですか？
　　若い人たちがもっと活躍できる場があると元気な市になる
と思います。学校卒業後もここに残りたい、一度県外に出
たとしても帰ってきたくなるような魅力のあるまちにして
いきたいですね。

　　最後にこれから就職したいと思っている後輩へ一言。
　　地域に密着した金融機関ならではのよさがあり、お客さん
の喜ぶ顔を間近に見ることができます。若い人も多く、活
気があって、女性も働きやすい職場です。一緒にがんばり
ましょう！

Q.
A.

Q.
A.

Q.
A.

Q.
A.

シリーズ❸
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【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

食器が水のように流れてきた
～食器やガラスは割れると凶器に～　平成19年能登半島地震（穴水町 60代 女性）
　納屋を整理しようと思っていたら、グラグラっときました。いつもならすぐ止むのに、なかなか止
まない。
　観音開きの戸が開いてガラガラ、２階からもガンガラガンガラ。何がなにやら分からず、ヘビにに
らまれたカエルのように一歩も動くことができませんでした。
　食器が水のように流れてきたという感じで、上の方に置いてあっ
た輪島塗などはほとんど壊れてしまい、どうでもよい下のほうに置
いてあった百円ショップで買った安物が残りました。
　春休みで遊びに来ていた孫たちも、長靴をはいて家の中の倒れた
家具の間を泳ぐように歩いていました。それから、一緒に住む孫の
親指にガラス片が刺さり、大騒ぎになりました。すぐに娘を職場か
ら呼び戻し、車で病院に連れて行ってもらいました。
　孫の痛がる様子を見て、ガラスは割れると凶器になるんだという
ことを実感しました。最近は揺れても簡単に開かない観音開きもあ
ると聞いていますが、「何とかしなきゃ」と思っているので、取り
あえず金具は買ってこようと思っています。

１日前プロジェクト　―災害に備えて―１日前プロジェクト　―災害に備えて―

「12地区地域づくり協議会全体会議を開催」 企画政策課　☎773－6672

「セフティバレーボール大会開催」薮神地区地域づくり協議会 ☎777－4862

　12月22日（月）、大巻地区の若者
有志によるグループ「プランニング
パートナー」が、恒例となっている保
育園・学童保育施設へのクリスマス
訪問を行ないました。地域コミュニテ
ィ事業創設時に始まり、毎年趣向を
凝らした内容で、子どもたちも毎年
楽しみにしています。今年も子どもた
ちの笑顔があふれました。

「クリスマスイベント開催」
大巻地区環境づくり協議会　☎776－2032

　11月23日（日・祝）、薮神小学校を会場に地区内
外から９チーム約70人が参加し、熱戦が繰り広げら
れました。優勝は「ジュイール」、２位は「スペラン
カー」、３位は「ゆかいな仲間達」でした。
　この大会は若者のふれあいの場として、20年以
上の歴史をもち、このスポーツを通して結婚された
カップルもいます。練習日は毎週火・金曜日の夜で、
今後も継続的に広めて行きたいと考えています。

　12月22日（月）、12地区の地域づくり協議会が集まり、全
体会議を開催しました。各地区の特色を生かした地域づくりが
活性化するよう、各地区の情報交換・交流の場として毎年12
月に開催しています。今年はグループトーク形式で、「協議会
がめざす地域づくりの目標と姿」「協議会を構成する地域の現
状・問題点」などをテーマに、活発な意見交換が行われました。
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介
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ゼ
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。
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。
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の
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の
点
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を
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、
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解
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象
　
０
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歳
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参
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（
予
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不
要
）

南魚沼市 月～金9:30～20:00（土日祝日は19:00まで）
休館16日(月)～20日(金)［蔵書点検］

大　和 ☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日は17:00
まで）休館月・10日(火)～13日(金)［蔵書点検］

塩　沢 ☎782-0100 火～金9:00～20:00（月土日祝日は
17:00まで）休館23日(月)～27日(金)［蔵書点検］

申込み・問合せ：南魚沼市図書館 ☎７７３－６６７７

２月の開館日時
図書館図書館み ん な の
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７
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【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

食器が水のように流れてきた
～食器やガラスは割れると凶器に～　平成19年能登半島地震（穴水町 60代 女性）
　納屋を整理しようと思っていたら、グラグラっときました。いつもならすぐ止むのに、なかなか止
まない。
　観音開きの戸が開いてガラガラ、２階からもガンガラガンガラ。何がなにやら分からず、ヘビにに
らまれたカエルのように一歩も動くことができませんでした。
　食器が水のように流れてきたという感じで、上の方に置いてあっ
た輪島塗などはほとんど壊れてしまい、どうでもよい下のほうに置
いてあった百円ショップで買った安物が残りました。
　春休みで遊びに来ていた孫たちも、長靴をはいて家の中の倒れた
家具の間を泳ぐように歩いていました。それから、一緒に住む孫の
親指にガラス片が刺さり、大騒ぎになりました。すぐに娘を職場か
ら呼び戻し、車で病院に連れて行ってもらいました。
　孫の痛がる様子を見て、ガラスは割れると凶器になるんだという
ことを実感しました。最近は揺れても簡単に開かない観音開きもあ
ると聞いていますが、「何とかしなきゃ」と思っているので、取り
あえず金具は買ってこようと思っています。

１日前プロジェクト　―災害に備えて―１日前プロジェクト　―災害に備えて―

「12地区地域づくり協議会全体会議を開催」 企画政策課　☎773－6672

「セフティバレーボール大会開催」薮神地区地域づくり協議会 ☎777－4862

　12月22日（月）、大巻地区の若者
有志によるグループ「プランニング
パートナー」が、恒例となっている保
育園・学童保育施設へのクリスマス
訪問を行ないました。地域コミュニテ
ィ事業創設時に始まり、毎年趣向を
凝らした内容で、子どもたちも毎年
楽しみにしています。今年も子どもた
ちの笑顔があふれました。

「クリスマスイベント開催」
大巻地区環境づくり協議会　☎776－2032

　11月23日（日・祝）、薮神小学校を会場に地区内
外から９チーム約70人が参加し、熱戦が繰り広げら
れました。優勝は「ジュイール」、２位は「スペラン
カー」、３位は「ゆかいな仲間達」でした。
　この大会は若者のふれあいの場として、20年以
上の歴史をもち、このスポーツを通して結婚された
カップルもいます。練習日は毎週火・金曜日の夜で、
今後も継続的に広めて行きたいと考えています。

　12月22日（月）、12地区の地域づくり協議会が集まり、全
体会議を開催しました。各地区の特色を生かした地域づくりが
活性化するよう、各地区の情報交換・交流の場として毎年12
月に開催しています。今年はグループトーク形式で、「協議会
がめざす地域づくりの目標と姿」「協議会を構成する地域の現
状・問題点」などをテーマに、活発な意見交換が行われました。
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休館16日(月)～20日(金)［蔵書点検］

大　和 ☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日は17:00
まで）休館月・10日(火)～13日(金)［蔵書点検］

塩　沢 ☎782-0100 火～金9:00～20:00（月土日祝日は
17:00まで）休館23日(月)～27日(金)［蔵書点検］

申込み・問合せ：南魚沼市図書館 ☎７７３－６６７７

２月の開館日時
図書館図書館み ん な の

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

お
ひ
な
さ
ま
を
つ
く
ろ
う

【
問
合
せ
】南
魚
沼
市
図
書
館
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７
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　　　　◆～彫る 摺る 画く～　「棟方志功の世界」
　板と向き合い板の声を聞き制作した「板画」や、肉
筆による鮮やかな色彩で思うまま筆をふるった「倭画」
の他に、棟方志功の書も展示しています。
　　　　■期　間　3月1日（日）まで
◆「革新の美　近現代洋画展」
　展示作品の多くは、花と女性を描いた作品です。多
彩な作家の描く美しい花や、華麗な少女・魅惑的な女
性など、洋画の魅力に触れてみませんか？
 展示作家  梅原龍三郎・中川一政・東郷青児・
 　　　　  大沢昌助・絹谷幸二　ほか
◆「色が魅せる　―　飯島一次・橋本三郎・
　　　　　　　 　 小野州一・桑原正昭　版画展」
　華やかな色彩で海外の風景や人々を描いた作家
にスポットをあて展示しています。作品が放つ色の魅
力を、ぜひご覧ください。

12月の休館：25日（火）
782-9860

￥大人500円、小中高250円（市内の小中学生は無料）
FAXTEL

■期　間　３月22日（日）まで

第３期 「棟方志功＋加山又造・斎藤三郎の描く
女性美と日本人画家の描く海外風景」

770-1173〔JR六日町駅１階〕 TEL
http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/index.htmlURL

企画展 『Winter Again』

ラウンジアート～第２弾を開催～

２月の休館：４日（水）、12日（木）、18日（水）、25日（水）
【２月の「市民無料の日」は、８日（日）、28日（土）】

TEL FAX775-3646 775-3650
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

■期　間　３月９日（月）まで

　地元を中心に活躍している若いアーティストの絵画
や写真の展示のほか、コンサートを予定。ぜひ、おこし
ください！（入場無料）
■期　間　２月１日（日）～３月１日（日）

￥一般500円／小中高250円

TEL FAX783-4500 783-3388
http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkanURL

今泉記念館・アートステーション
第13回  リコーダーコンサート 

第10回  南魚沼吹奏楽フェスティバル
～響け！復興のハーモニー～

常設展

企画展

780-4080 777-3815 http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下（無料）

TEL FAX URL

「北の海・流氷・網走Ａ」

張込六曲屏風（部分）

ま な び の ひ ろ ば

TEL FAX773-5500 772-8161　　0120-150-142
http://www.6bun.jpURL

　13回目を迎える、春のリコーダーコンサート。古い時
代の音楽やおなじみのメロディーなどを、数種類のリコ
ーダーを使って演奏します。あたたかな音色を堪能く
ださい。

■日　時　３月１日（日） 14：00～（開場13：30）
■会　場　市民会館　大ホール
■入場料　無料（気軽におこしください）

　南魚沼郡・市の吹奏楽部と魚沼吹奏楽団、筑波大
学吹奏楽団が一堂に会しての合同演奏会。総勢200
人によるパワフルな演奏をお聴きください！
■日　時　３月15日（日） 13：30～（開場13：00）
■会　場　市民会館　大ホール
■出　演　 中学校  湯沢・塩沢・六日町・五十沢・
　　　　　城内・大巻・大和、  高校  六日町・八海、
　　　　　魚沼吹奏楽団、筑波大学吹奏楽団
■入場料　無料（気軽におこしください）

南魚沼市民会館
２月の休館：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

受付8：30～17：15
トミオカホワイト美術館

開館10：00～17：00（入館終了16：30）

棟方志功アートステーション
開館9：00～17：00（入館終了16：30）

鈴木牧之記念館
開館9：00～16：30 池田記念美術館

２月の休館：４日（水）、９日（月）、12日（木）、18日（水）、25日（水）

開館9：00～17：00（入館終了16：30）

今泉記念館
２月の休館：25日（水）［１階雪国交流館は通常営業］

開館9：00～17：00（入館終了16：30）

ま な び の ひ ろ ば

◇ 文芸一家鈴木家 ◇

やまと が

か

「第20回NPP新潟県写真家協会展」
■期　間　２月８日（日）まで
　20回を迎える新潟県写真家協会展を当館でも開
催します。同時開催の第10回公開審査フォトコンテス
ト展では、池田記念美術館賞をはじめとする入賞作品
を展示します。県内を代表する写真家の傑作をご覧く
ださい。

　戦後の魚沼の美術界を支えてきた長老たちを「美
の先覚者」として、次世代へのメッセージも含め、洋画・
日本画・彫刻・書道を展示します。
■期　間　２月10日（火）～３月３日（火）

≪魚沼発≫‐22世紀への伝言板‐
美の先覚者たち

メッセージ

２月の休館：３日（火）、10日（火）

２月は毎日開館します

　牧之一家は、父牧水をはじ
め、女性たちも文芸をたしな
んでいました。文政５年（1822
年）、牧之53歳の時に、それま
での収集品、鈴木家の家族
や親戚の絵、俳句、書などを
張り交ぜて屏風に仕立てて
います。
　現在、記念館で展示してい
ますので、ぜひご覧ください。
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　　　　◆～彫る 摺る 画く～　「棟方志功の世界」
　板と向き合い板の声を聞き制作した「板画」や、肉
筆による鮮やかな色彩で思うまま筆をふるった「倭画」
の他に、棟方志功の書も展示しています。
　　　　■期　間　3月1日（日）まで
◆「革新の美　近現代洋画展」
　展示作品の多くは、花と女性を描いた作品です。多
彩な作家の描く美しい花や、華麗な少女・魅惑的な女
性など、洋画の魅力に触れてみませんか？
 展示作家  梅原龍三郎・中川一政・東郷青児・
 　　　　  大沢昌助・絹谷幸二　ほか
◆「色が魅せる　―　飯島一次・橋本三郎・
　　　　　　　 　 小野州一・桑原正昭　版画展」
　華やかな色彩で海外の風景や人々を描いた作家
にスポットをあて展示しています。作品が放つ色の魅
力を、ぜひご覧ください。

12月の休館：25日（火）
782-9860

￥大人500円、小中高250円（市内の小中学生は無料）
FAXTEL

■期　間　３月22日（日）まで

第３期 「棟方志功＋加山又造・斎藤三郎の描く
女性美と日本人画家の描く海外風景」

770-1173〔JR六日町駅１階〕 TEL
http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/index.htmlURL

企画展 『Winter Again』

ラウンジアート～第２弾を開催～

２月の休館：４日（水）、12日（木）、18日（水）、25日（水）
【２月の「市民無料の日」は、８日（日）、28日（土）】

TEL FAX775-3646 775-3650
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

■期　間　３月９日（月）まで

　地元を中心に活躍している若いアーティストの絵画
や写真の展示のほか、コンサートを予定。ぜひ、おこし
ください！（入場無料）
■期　間　２月１日（日）～３月１日（日）

￥一般500円／小中高250円

TEL FAX783-4500 783-3388
http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkanURL

今泉記念館・アートステーション
第13回  リコーダーコンサート 

第10回  南魚沼吹奏楽フェスティバル
～響け！復興のハーモニー～

常設展

企画展

780-4080 777-3815 http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下（無料）

TEL FAX URL

「北の海・流氷・網走Ａ」

張込六曲屏風（部分）

ま な び の ひ ろ ば

TEL FAX773-5500 772-8161　　0120-150-142
http://www.6bun.jpURL

　13回目を迎える、春のリコーダーコンサート。古い時
代の音楽やおなじみのメロディーなどを、数種類のリコ
ーダーを使って演奏します。あたたかな音色を堪能く
ださい。

■日　時　３月１日（日） 14：00～（開場13：30）
■会　場　市民会館　大ホール
■入場料　無料（気軽におこしください）

　南魚沼郡・市の吹奏楽部と魚沼吹奏楽団、筑波大
学吹奏楽団が一堂に会しての合同演奏会。総勢200
人によるパワフルな演奏をお聴きください！
■日　時　３月15日（日） 13：30～（開場13：00）
■会　場　市民会館　大ホール
■出　演　 中学校  湯沢・塩沢・六日町・五十沢・
　　　　　城内・大巻・大和、  高校  六日町・八海、
　　　　　魚沼吹奏楽団、筑波大学吹奏楽団
■入場料　無料（気軽におこしください）

南魚沼市民会館
２月の休館：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

受付8：30～17：15
トミオカホワイト美術館

開館10：00～17：00（入館終了16：30）

棟方志功アートステーション
開館9：00～17：00（入館終了16：30）

鈴木牧之記念館
開館9：00～16：30 池田記念美術館

２月の休館：４日（水）、９日（月）、12日（木）、18日（水）、25日（水）

開館9：00～17：00（入館終了16：30）

今泉記念館
２月の休館：25日（水）［１階雪国交流館は通常営業］

開館9：00～17：00（入館終了16：30）

ま な び の ひ ろ ば

◇ 文芸一家鈴木家 ◇

やまと が

か

「第20回NPP新潟県写真家協会展」
■期　間　２月８日（日）まで
　20回を迎える新潟県写真家協会展を当館でも開
催します。同時開催の第10回公開審査フォトコンテス
ト展では、池田記念美術館賞をはじめとする入賞作品
を展示します。県内を代表する写真家の傑作をご覧く
ださい。

　戦後の魚沼の美術界を支えてきた長老たちを「美
の先覚者」として、次世代へのメッセージも含め、洋画・
日本画・彫刻・書道を展示します。
■期　間　２月10日（火）～３月３日（火）

≪魚沼発≫‐22世紀への伝言板‐
美の先覚者たち

メッセージ

２月の休館：３日（火）、10日（火）

２月は毎日開館します

　牧之一家は、父牧水をはじ
め、女性たちも文芸をたしな
んでいました。文政５年（1822
年）、牧之53歳の時に、それま
での収集品、鈴木家の家族
や親戚の絵、俳句、書などを
張り交ぜて屏風に仕立てて
います。
　現在、記念館で展示してい
ますので、ぜひご覧ください。
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ま な び の ひ ろ ば

ディスポート南魚沼
２月の休館日：毎週月曜日

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係
〒949－6611 南魚沼市坂戸372 ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

参
加
料

無　料

200円

会員

一般

　ディスポート南魚沼の筋力アップマシンは、油圧抵抗式マシンを導入しています。どなたでも簡単に利用
できます。この機会にマシンの使い方を覚えてみませんか？

＊＊＊ ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会 ＊＊＊

●日　時　２月15日（日）　12:00～13:30 
●定　員　６人（事前の申込みが必要）
●会　場　ディスポート南魚沼１階　トレーニングルーム
●対　象　中学生以上
●申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、水分補給用飲料を用意ください

　小学生から大人まで参加できるクロスカントリ
ー競技です！
◆期　日　3月15日（日）
◆会　場　欠之上クロスカントリーコース
◆組　別　　　　  ※成年の年齢は３月15日現在

◆参加費　小･中学生1,000円、高校生1,500円
　　　　　成年2,000円
◆表　彰　各組男女６位まで賞状・賞品を授与
　　　　　（その他、賞品抽選会あり）
◆締切り　２月20日（金）
◆申込み　社会教育課 生涯スポーツ係、大和・塩
　　　　　沢公民館

◆期　日　３月22日（日）
◆会　場　上越国際スキー場 大沢ゲレンデ
◆種　目　大回転競技（２本）
◆出場資格　市内在住の小中学生
◆参加費　1,500円
◆締切り　２月25日（水）
◆組　別　①小学３・４年生の部
　　　　　②小学５年生の部
　　　　　③小学６年生の部
　　　　　④中学生の部　　※各男女別（全８組）
◆表　彰　各組３位までトロフィー
　　　　　６位まで賞状・賞品を授与
　　　　　（各組の参加人数で変更する場合あり）
◆申込み　社会教育課 生涯スポーツ係、大和・塩
　　　　　沢公民館

　寒い冬は、家にこもりがち。中央公民館「冬の
イベント」に遊びにきませんか？
　お子さんと一緒に、家族みんなでおこしください。
◆内　容　親子で「ゆきぐにかるた」大会（大型

かるたもあります！）、絵本の読み聞
かせ、豆まき（賞品が当たるかも？）

◆日　時　２月22日（日）9：00 ～ 12：00

第９回  南魚沼ジュニアスキー大会
出場者募集

第36回  ノルウェー大使杯争奪
スキー大会参加者募集

【問合せ・申込み】社会教育課 生涯スポーツ係
　　　 ☎773－6630

【問合せ・申込み】社会教育課 生涯スポーツ係
　　　 ☎773－6630

◆会　場　市民会館 ホワイエ（ロビー）
◆定　員　50人（先着順）
◆費　用　無料
◆申込み　申込用紙を中央公民館に提出
　※申込用紙は、中央公民館、大和・塩沢公民館、
図書館などで用意

◆締切り　２月13日（金）

中央公民館「冬のイベント」【問合せ・申込み】中央公民館　☎773－6610

組別
小学３年生以下　
小学４年生　　　
小学５年生　　　
小学６年生　　　
中学生　　　　　
高校生　　　　　
成年Ａ（29歳以下）
成年Ｂ（30～49歳）
成年Ｃ（50歳以上）

男子

２㎞

３㎞

５㎞

女子

２㎞

３㎞

３㎞

走法

クラシ
カル　

フリー

〜
減
塩
は
愛
の
味
付
け
思
い
や
り
〜

　「
簡
単
で
お
い
し
い
」「
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
」
を
学
ぶ
教
室
で
す
。
自
分

や
家
族
の
た
め
、
食
べ
る
こ
と
か
ら
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
の
「
減
塩

の
こ
つ
」
も
お
伝
え
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
19
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

会
場
　
塩
沢
公
民
館
２
階
調
理
室

内
容
　
①
講
話
②
調
理
実
習
：
ご
は

ん
、
大
根
と
鶏
肉
の
炒
め
物
（
山
椒

風
味
）、
和
風
チ
ャ
ウ
ダ
ー
、
白
菜

の
さ
っ
ぱ
り
和
え

主
催
　
南
魚
沼
市
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
台
ふ
き
ん

※
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
を
行
い
ま
す
。

お
ち
ょ
こ
１
杯
程
度
の
み
そ
汁
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

参
加
費
　
３
０
０
円

締
切
り
　
２
月
12
日
（
木
）

定
員
　
20
人

　
平
成
26
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
対
象
者
に
、
接
種
券
か
対
象
者

証
明
書
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。
有
効

期
限
は
、
平
成
31
年
３
月
31
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
早
め
の
接
種
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
義
務
で
は
な
く
、

希
望
す
る
場
合
に
接
種
で
き
、
４
月
以

降
も
引
き
続
き
接
種
券
な
ど
は
使
用
で

き
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
、
新
た
に
定
期
接
種

に
該
当
し
、
平
成
27
年
度
中
に
65
歳
・

70
歳
・
75
歳
に
な
る
人
に
、
接
種
券
を

３
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

　
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
特
定
の
障

が
い
が
あ
る
人
の
接
種
券
の
有
効
期
限

は
、
平
成
27
年
３
月
末
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
中
に
接
種
し
な
か
っ
た
人

に
は
、
４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
接

種
券
を
新
た
に
送
付
し
ま
す
。

2月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

土 日

6日

13日

20日

27日

7日

14日

21日

28日

5日

12日

19日

26日

4日

11日

18日

25日

3日

10日

17日

24日

2日

9日

16日

23日

午前 午後

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

福本

寺田

福本

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

髙橋（正）

高橋（聡）

髙橋（正）

高橋（聡）

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

風間

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

薄田

福本

堀内

福本

休診

休診

休診

休診

休　診
（建国記念日）

月曜～金曜〔受付〕  8：30～11：00 〔診療〕  9：00～　　土曜〔受付〕  8：30～11：30
　　　　　〔受付〕11：00～16：00 〔診療〕14：00～　　　　〔診療〕  9：00～

受付・診療時間

【問合せ】城内診療所  ☎775－2009

1日

8日

15日

22日

休診

休診

休診

休診

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
福本

高橋（聡）
福本

高橋（聡）
髙橋（正）

高橋（聡）
髙橋（正）

け ん こ う ひ ろ ば

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

「
健
康
づ
く
り
教
室
」

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

食
推
さ
ん
の
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ま な び の ひ ろ ば

ディスポート南魚沼
２月の休館日：毎週月曜日

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係
〒949－6611 南魚沼市坂戸372 ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

参
加
料

無　料

200円

会員

一般

　ディスポート南魚沼の筋力アップマシンは、油圧抵抗式マシンを導入しています。どなたでも簡単に利用
できます。この機会にマシンの使い方を覚えてみませんか？

＊＊＊ ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会 ＊＊＊

●日　時　２月15日（日）　12:00～13:30 
●定　員　６人（事前の申込みが必要）
●会　場　ディスポート南魚沼１階　トレーニングルーム
●対　象　中学生以上
●申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、水分補給用飲料を用意ください

　小学生から大人まで参加できるクロスカントリ
ー競技です！
◆期　日　3月15日（日）
◆会　場　欠之上クロスカントリーコース
◆組　別　　　　  ※成年の年齢は３月15日現在

◆参加費　小･中学生1,000円、高校生1,500円
　　　　　成年2,000円
◆表　彰　各組男女６位まで賞状・賞品を授与
　　　　　（その他、賞品抽選会あり）
◆締切り　２月20日（金）
◆申込み　社会教育課 生涯スポーツ係、大和・塩
　　　　　沢公民館

◆期　日　３月22日（日）
◆会　場　上越国際スキー場 大沢ゲレンデ
◆種　目　大回転競技（２本）
◆出場資格　市内在住の小中学生
◆参加費　1,500円
◆締切り　２月25日（水）
◆組　別　①小学３・４年生の部
　　　　　②小学５年生の部
　　　　　③小学６年生の部
　　　　　④中学生の部　　※各男女別（全８組）
◆表　彰　各組３位までトロフィー
　　　　　６位まで賞状・賞品を授与
　　　　　（各組の参加人数で変更する場合あり）
◆申込み　社会教育課 生涯スポーツ係、大和・塩
　　　　　沢公民館

　寒い冬は、家にこもりがち。中央公民館「冬の
イベント」に遊びにきませんか？
　お子さんと一緒に、家族みんなでおこしください。
◆内　容　親子で「ゆきぐにかるた」大会（大型

かるたもあります！）、絵本の読み聞
かせ、豆まき（賞品が当たるかも？）

◆日　時　２月22日（日）9：00 ～ 12：00

第９回  南魚沼ジュニアスキー大会
出場者募集

第36回  ノルウェー大使杯争奪
スキー大会参加者募集

【問合せ・申込み】社会教育課 生涯スポーツ係
　　　 ☎773－6630

【問合せ・申込み】社会教育課 生涯スポーツ係
　　　 ☎773－6630

◆会　場　市民会館 ホワイエ（ロビー）
◆定　員　50人（先着順）
◆費　用　無料
◆申込み　申込用紙を中央公民館に提出
　※申込用紙は、中央公民館、大和・塩沢公民館、
図書館などで用意

◆締切り　２月13日（金）

中央公民館「冬のイベント」【問合せ・申込み】中央公民館　☎773－6610

組別
小学３年生以下　
小学４年生　　　
小学５年生　　　
小学６年生　　　
中学生　　　　　
高校生　　　　　
成年Ａ（29歳以下）
成年Ｂ（30～49歳）
成年Ｃ（50歳以上）

男子

２㎞

３㎞

５㎞

女子

２㎞

３㎞

３㎞

走法

クラシ
カル　

フリー

〜
減
塩
は
愛
の
味
付
け
思
い
や
り
〜

　「
簡
単
で
お
い
し
い
」「
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
」
を
学
ぶ
教
室
で
す
。
自
分

や
家
族
の
た
め
、
食
べ
る
こ
と
か
ら
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
の
「
減
塩

の
こ
つ
」
も
お
伝
え
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
19
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

会
場
　
塩
沢
公
民
館
２
階
調
理
室

内
容
　
①
講
話
②
調
理
実
習
：
ご
は

ん
、
大
根
と
鶏
肉
の
炒
め
物
（
山
椒

風
味
）、
和
風
チ
ャ
ウ
ダ
ー
、
白
菜

の
さ
っ
ぱ
り
和
え

主
催
　
南
魚
沼
市
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
台
ふ
き
ん

※
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
を
行
い
ま
す
。

お
ち
ょ
こ
１
杯
程
度
の
み
そ
汁
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

参
加
費
　
３
０
０
円

締
切
り
　
２
月
12
日
（
木
）

定
員
　
20
人

　
平
成
26
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
対
象
者
に
、
接
種
券
か
対
象
者

証
明
書
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。
有
効

期
限
は
、
平
成
31
年
３
月
31
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
早
め
の
接
種
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
義
務
で
は
な
く
、

希
望
す
る
場
合
に
接
種
で
き
、
４
月
以

降
も
引
き
続
き
接
種
券
な
ど
は
使
用
で

き
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
、
新
た
に
定
期
接
種

に
該
当
し
、
平
成
27
年
度
中
に
65
歳
・

70
歳
・
75
歳
に
な
る
人
に
、
接
種
券
を

３
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

　
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
特
定
の
障

が
い
が
あ
る
人
の
接
種
券
の
有
効
期
限

は
、
平
成
27
年
３
月
末
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
中
に
接
種
し
な
か
っ
た
人

に
は
、
４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
接

種
券
を
新
た
に
送
付
し
ま
す
。

2月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

土 日

6日

13日

20日

27日

7日

14日

21日

28日

5日

12日

19日

26日

4日

11日

18日

25日

3日

10日

17日

24日

2日

9日

16日

23日

午前 午後

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

福本

寺田

福本

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

髙橋（正）

高橋（聡）

髙橋（正）

高橋（聡）

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

風間

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

薄田

福本

堀内

福本

休診

休診

休診

休診

休　診
（建国記念日）

月曜～金曜〔受付〕  8：30～11：00 〔診療〕  9：00～　　土曜〔受付〕  8：30～11：30
　　　　　〔受付〕11：00～16：00 〔診療〕14：00～　　　　〔診療〕  9：00～

受付・診療時間

【問合せ】城内診療所  ☎775－2009

1日

8日

15日

22日

休診

休診

休診

休診

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
福本

高橋（聡）
福本

高橋（聡）
髙橋（正）

高橋（聡）
髙橋（正）

け ん こ う ひ ろ ば

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

「
健
康
づ
く
り
教
室
」

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

食
推
さ
ん
の
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掲 示 板 市などからのお知らせ ●

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

〜
相
談
無
料
、秘
密
厳
守
〜

【
問
合
せ
】

法
務
局
南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２

－

３
７
４
２

夜
間
労
働
相
談
を
実
施
し
ま
す

〜
秘
密
厳
守
〜

【
問
合
せ・相
談
】

新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所

☎
０
２
５
８

－

３
７

－

６
１
１
０

﹇
相
談
専
用
電
話
﹈

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

【
問
合
せ
】

保
健
課
母
子
保
健
班

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

〜
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
〜

「
電
子
カ
ル
テ
」に
移
行
し
ま
す

【
問
合
せ
】

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
庶
務
課

☎
７
７
７

－

２
１
１
１

高
齢
者
向
け
紙
お
む
つ
の

使
い
方
講
座
を
開
催

【
問
合
せ・申
込
み
】

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

２
月
は
児
童
手
当・

特
例
給
付
の
支
給
月
で
す

【
問
合
せ
】

子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
家
庭
支
援
班

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ・申
込
み
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〔
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
〕

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

心
の
健
康
相
談
会

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課

☎
７
７
２

－

８
１
３
７

　　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
２
月

12
日
（
木
）
に
指
定
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
、
確
認
く
だ
さ

い
。
今
回
の
支
払
い
は
10
月
〜
１

月
分
で
す
。

手
当
の
支
給
額

 

３
歳
未
満
の
児
童

一
律
　
１
５
，
０
０
０
円

 

３
歳
〜
小
学
６
年
生
の
児
童

第
１
・
２
子
　
１
０
，
０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
１
５
，
０
０
０
円

 

中
学
生

一
律
　
１
０
，
０
０
０
円

（
い
ず
れ
も
、
児
童
一
人
当
た
り

の
月
額
で
す
）

※
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
受
給

者
に
は
、
特
例
給
付
と
し
て
、

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
一
律

５
，
０
０
０
円
（
月
額
）
を
支

給
し
ま
す

対
象

●
家
庭
内（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・

離
婚
・
相
続
な
ど
）、
親
族
間
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
・
悩
み
ご

と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

●
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

日
時
　
２
月
８
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
大
崎
農
業
会
館〔
上
二（
大

崎
）〕

相
談
担
当
　
人
権
擁
護
委
員

【
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
】

・
行
方
幸
恵
〔
一
村
尾
〕

　
☎
７
７
７

－

４
８
３
１

・
中
島
澄
江
〔
下
二（
大
崎
）〕

　
☎
７
７
９

－

２
６
４
１

・
島
村
　
弘
〔
富
町
〕

　
☎
７
７
７

－

２
５
５
４

・
廣
田
芳
克
〔
門
前
〕

　
☎
７
７
９

－

３
３
１
３

※
相
談
日
に
限
ら
ず
、
い
つ
で
も

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す

　
冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
よ
う
！

気
楽
に
参
加
し
て
み
て
ね
。
初
め

て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の
子

を
連
れ
た
人
、
み
ん
な
大
歓
迎
！

第
４
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

期
日
　
２
月
12
日
（
木
）

内
容
　「
思
いっ
き
り
あ
そ
ぼ
う
！

パ
ー
ト
２
」
寒
さ
に
負
け
ず
、

元
気
に
体
を
う
ご
か
そ
う
！

第
５
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

期
日
　
２
月
24
日
（
火
）

内
容
　「
み
〜
ん
な
お
い
で
よ
、

ひ
な
ま
つ
り
♪
」
お
ひ
な
さ
ま

飾
り
を
作
ろ
う
！

 

共
通
事
項

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

会
場
　
市
民
会
館

ホ
ワ
イ
エ
（
ロ
ビ
ー
）

対
象
　
０
〜
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど
（
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓

迎
！
）

料
金
　
無
料
（
保
険
料
１
人
10
円

負
担
）

申
込
み
　
不
要
。
直
接
会
場
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す

教
室
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
！

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎

年
２
月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」
と
定
め
、
県
内
一

斉
に
相
続
登
記
の
無
料
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
近
く
の
司
法

書
士
事
務
所
に
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

　
１
年
を
通
じ
て
左
記
で
も
無

料
相
談
に
応
じ
ま
す
。
利
用
く
だ

さ
い
。

司
法
書
士
無
料
相
談
（
要
予
約
）

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

☎
０
２
５

－

２
４
４

－

５
１
２
１

 

電
話
相
談

①
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
５

－

２
４
０

－

７
８
６
７

②
多
重
債
務
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
２
５

－

２
４
０

－

７
９
７
４

※
①
・
②
と
も
に
月
〜
金
曜
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時

　
日
中
の
相
談
が
難
し
い
人
を
対
象

に
、夜
間
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　「
賃
金
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
」

「
退
職
届
を
受
け
取
っ
て
も
ら
え

な
い
」
な
ど
、
労
働
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
に
、
労
働
相
談
所

職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
相

談
無
料
、
予
約
不
要
で
す
。

期
日
　
２
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
（
２
月
の
毎
週
木
曜
日
）

時
間
　
午
後
８
時
ま
で
受
付

※
月
〜
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
に
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

　
株
式
会
社
井
口
建
設
工
業
様

か
ら
、
学
校
教
育
の
充
実
の
た

め
に
、
浦
佐
小
学
校
に
指
揮
棒

（
主
指
揮
１
本
・
副
指
揮
２
本
）

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
有
効
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ
こ

も
り
が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ
い
か

気
持
ち
が
沈
む
」「
お
年
寄
り
の

も
の
忘
れ
」「
認
知
症
」な
ど
…

　
そ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

人
、
ま
た
は
そ
の
家
族
な
ど
に
、

専
門
医
（
精
神
科
）
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら

れ
ま
す
。

日
時
　
２
月
13
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
南
魚
沼
健
康
福
祉
環
境
部

費
用
　
無
料

申
込
み
　
事
前
予
約
が
必
要

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
の
概
要
を
相
談
員
が
伺
い

ま
す

日
時
　
２
月
26
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
　

１
階
相
談
室

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い

　
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
は
、
子
育
て

に
困
り
感
の
あ
る
保
護
者
や
、
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
の
集
ま
り
で
す
。
月
１
回
開
催

し
、
情
報
交
換
や
ミ
ニ
勉
強
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

２
・
３
月
の
開
催

期
日
　
２
月
６
日
（
金
）（
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
）

　
３
月
６
日
（
金
）（
フ
リ
ー
ト

ー
ク
）

※
申
込
み
は
不
要

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時

会
場
　
本
庁
舎
南
分
館
１
階

１
０
３
会
議
室

　
踏
切
は
、
車
が
通
行
す
る
場
所

で
、
特
に
危
険
な
場
所
の
一
つ
で

す
。
冬
の
踏
切
で
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

踏
切
に
近
づ
い
た
ら
早
め
の
減
速

　
踏
切
の
近
く
は
、
多
く
の
車
が

発
進
と
停
止
を
繰
り
返
し
て
圧
雪

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

急
ブ
レ
ー
キ
は
、
ス
リ
ッ
プ
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

踏
切
手
前
で
一
時
停
止
を
し
、
左

右
と
前
方
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
認

　
路
肩
の
雪
壁
や
吹
雪
な
ど
で
見

通
し
が
悪
い
場
合
は
、
特
に
慎
重

な
確
認
が
必
要
で
す
。

踏
切
内
で
動
け
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
電
車
を
止
め
る

　
非
常
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
非
常

ボ
タ
ン
の
な
い
踏
切
で
は
車
載
の

発
煙
筒
を
使
い
、
電
車
を
止
め
て

く
だ
さ
い
。

　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
で
は
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
安
心
安
全

な
医
療
の
提
供
を
目
的
に
、
３
月

１
日（
日
）か
ら
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
開
始
予
定
で
す
。

　
病
院
利
用
者
に
、
運
用
開
始
に

よ
る
不
都
合
が
な
い
よ
う
に
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
稼
働
初
期

に
、
診
療
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

な
ど
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
導
入
当
初
の
混
乱
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
、
一
時
的

に
診
察
予
約
を
制
限
し
て
い
ま

す
。
可
能
な
限
り
短
期
間
で
平
常

ど
お
り
の
診
療
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
ま
す
の
で
、
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
電
子
カ
ル
テ
の
運
用
開
始
に
よ

り
、
再
来
受
付
方
法
が
変
更
と

な
り
ま
す

電
子
カ
ル
テ
の
メ
リ
ッ
ト

　
医
師
、
看
護
師
な
ど
が
院
内
の

ど
の
場
所
か
ら
で
も
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
利
用
し
、瞬
時
に
カ
ル
テ
や
検

査
画
像
な
ど
を
確
認
で
き
、院
内

連
携
が
よ
り
円
滑
に
な
り
ま
す
。

　
高
齢
者
向
け
紙
お
む
つ
の
正
し

い
使
い
方
や
選
び
方
な
ど
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

第
１
回

期
日
　
３
月
９
日
（
月
）

会
場
　
塩
沢
公
民
館
２
階
研
修
室

第
２
回

期
日
　
３
月
11
日
（
水
）

会
場
　
大
和
庁
舎
３
階
大
会
議
室

第
３
回

期
日
　
３
月
13
日
（
金
）

会
場
　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

 

共
通
事
項

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
師
　
紙
お
む
つ
メ
ー
カ
ー
担
当

者
費
用
　
無
料

定
員
　
各
回
30
人
（
達
し
次
第
締

切
り
）

締
切
り
　
３
月
２
日
（
月
）

※
電
話
な
ど
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

掲 示 板● 市などからのお知らせ

掲
示
板

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

相
続
登
記
の
無
料
相
談
月
間

【
問
合
せ
】

新
潟
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
５

－

２
４
４

－

５
１
２
１

冬
の
踏
切
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
！

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１
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掲 示 板 市などからのお知らせ ●

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

〜
相
談
無
料
、秘
密
厳
守
〜

【
問
合
せ
】

法
務
局
南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２

－

３
７
４
２

夜
間
労
働
相
談
を
実
施
し
ま
す

〜
秘
密
厳
守
〜

【
問
合
せ・相
談
】

新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所

☎
０
２
５
８

－

３
７

－

６
１
１
０

﹇
相
談
専
用
電
話
﹈

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

【
問
合
せ
】

保
健
課
母
子
保
健
班

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

〜
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
〜

「
電
子
カ
ル
テ
」に
移
行
し
ま
す

【
問
合
せ
】

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
庶
務
課

☎
７
７
７

－

２
１
１
１

高
齢
者
向
け
紙
お
む
つ
の

使
い
方
講
座
を
開
催

【
問
合
せ・申
込
み
】

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

２
月
は
児
童
手
当・

特
例
給
付
の
支
給
月
で
す

【
問
合
せ
】

子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
家
庭
支
援
班

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ・申
込
み
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〔
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
〕

☎
７
７
２

－
２
５
４
１

心
の
健
康
相
談
会

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課

☎
７
７
２

－

８
１
３
７

　　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
２
月

12
日
（
木
）
に
指
定
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
、
確
認
く
だ
さ

い
。
今
回
の
支
払
い
は
10
月
〜
１

月
分
で
す
。

手
当
の
支
給
額

 

３
歳
未
満
の
児
童

一
律
　
１
５
，
０
０
０
円

 

３
歳
〜
小
学
６
年
生
の
児
童

第
１
・
２
子
　
１
０
，
０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
１
５
，
０
０
０
円

 

中
学
生

一
律
　
１
０
，
０
０
０
円

（
い
ず
れ
も
、
児
童
一
人
当
た
り

の
月
額
で
す
）

※
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
受
給

者
に
は
、
特
例
給
付
と
し
て
、

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
一
律

５
，
０
０
０
円
（
月
額
）
を
支

給
し
ま
す

対
象

●
家
庭
内（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・

離
婚
・
相
続
な
ど
）、
親
族
間
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
・
悩
み
ご

と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

●
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

日
時
　
２
月
８
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
大
崎
農
業
会
館〔
上
二（
大

崎
）〕

相
談
担
当
　
人
権
擁
護
委
員

【
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
】

・
行
方
幸
恵
〔
一
村
尾
〕

　
☎
７
７
７

－

４
８
３
１

・
中
島
澄
江
〔
下
二（
大
崎
）〕

　
☎
７
７
９

－

２
６
４
１

・
島
村
　
弘
〔
富
町
〕

　
☎
７
７
７

－

２
５
５
４

・
廣
田
芳
克
〔
門
前
〕

　
☎
７
７
９

－

３
３
１
３

※
相
談
日
に
限
ら
ず
、
い
つ
で
も

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す

　
冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
よ
う
！

気
楽
に
参
加
し
て
み
て
ね
。
初
め

て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の
子

を
連
れ
た
人
、
み
ん
な
大
歓
迎
！

第
４
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

期
日
　
２
月
12
日
（
木
）

内
容
　「
思
いっ
き
り
あ
そ
ぼ
う
！

パ
ー
ト
２
」
寒
さ
に
負
け
ず
、

元
気
に
体
を
う
ご
か
そ
う
！

第
５
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

期
日
　
２
月
24
日
（
火
）

内
容
　「
み
〜
ん
な
お
い
で
よ
、

ひ
な
ま
つ
り
♪
」
お
ひ
な
さ
ま

飾
り
を
作
ろ
う
！

 

共
通
事
項

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

会
場
　
市
民
会
館

ホ
ワ
イ
エ
（
ロ
ビ
ー
）

対
象
　
０
〜
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど
（
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓

迎
！
）

料
金
　
無
料
（
保
険
料
１
人
10
円

負
担
）

申
込
み
　
不
要
。
直
接
会
場
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す

教
室
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
！

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎

年
２
月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」
と
定
め
、
県
内
一

斉
に
相
続
登
記
の
無
料
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
近
く
の
司
法

書
士
事
務
所
に
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

　
１
年
を
通
じ
て
左
記
で
も
無

料
相
談
に
応
じ
ま
す
。
利
用
く
だ

さ
い
。

司
法
書
士
無
料
相
談
（
要
予
約
）

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

☎
０
２
５

－

２
４
４

－

５
１
２
１

 

電
話
相
談

①
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
５

－

２
４
０

－

７
８
６
７

②
多
重
債
務
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
２
５

－

２
４
０

－

７
９
７
４

※
①
・
②
と
も
に
月
〜
金
曜
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時

　
日
中
の
相
談
が
難
し
い
人
を
対
象

に
、夜
間
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　「
賃
金
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
」

「
退
職
届
を
受
け
取
っ
て
も
ら
え

な
い
」
な
ど
、
労
働
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
に
、
労
働
相
談
所

職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
相

談
無
料
、
予
約
不
要
で
す
。

期
日
　
２
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
（
２
月
の
毎
週
木
曜
日
）

時
間
　
午
後
８
時
ま
で
受
付

※
月
〜
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
に
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

　
株
式
会
社
井
口
建
設
工
業
様

か
ら
、
学
校
教
育
の
充
実
の
た

め
に
、
浦
佐
小
学
校
に
指
揮
棒

（
主
指
揮
１
本
・
副
指
揮
２
本
）

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
有
効
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ
こ

も
り
が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ
い
か

気
持
ち
が
沈
む
」「
お
年
寄
り
の

も
の
忘
れ
」「
認
知
症
」な
ど
…

　
そ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

人
、
ま
た
は
そ
の
家
族
な
ど
に
、

専
門
医
（
精
神
科
）
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら

れ
ま
す
。

日
時
　
２
月
13
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
南
魚
沼
健
康
福
祉
環
境
部

費
用
　
無
料

申
込
み
　
事
前
予
約
が
必
要

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
の
概
要
を
相
談
員
が
伺
い

ま
す

日
時
　
２
月
26
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
　

１
階
相
談
室

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い

　
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
は
、
子
育
て

に
困
り
感
の
あ
る
保
護
者
や
、
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
の
集
ま
り
で
す
。
月
１
回
開
催

し
、
情
報
交
換
や
ミ
ニ
勉
強
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

２
・
３
月
の
開
催

期
日
　
２
月
６
日
（
金
）（
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
）

　
３
月
６
日
（
金
）（
フ
リ
ー
ト

ー
ク
）

※
申
込
み
は
不
要

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時

会
場
　
本
庁
舎
南
分
館
１
階

１
０
３
会
議
室

　
踏
切
は
、
車
が
通
行
す
る
場
所

で
、
特
に
危
険
な
場
所
の
一
つ
で

す
。
冬
の
踏
切
で
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

踏
切
に
近
づ
い
た
ら
早
め
の
減
速

　
踏
切
の
近
く
は
、
多
く
の
車
が

発
進
と
停
止
を
繰
り
返
し
て
圧
雪

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

急
ブ
レ
ー
キ
は
、
ス
リ
ッ
プ
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

踏
切
手
前
で
一
時
停
止
を
し
、
左

右
と
前
方
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
認

　
路
肩
の
雪
壁
や
吹
雪
な
ど
で
見

通
し
が
悪
い
場
合
は
、
特
に
慎
重

な
確
認
が
必
要
で
す
。

踏
切
内
で
動
け
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
電
車
を
止
め
る

　
非
常
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
非
常

ボ
タ
ン
の
な
い
踏
切
で
は
車
載
の

発
煙
筒
を
使
い
、
電
車
を
止
め
て

く
だ
さ
い
。

　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
で
は
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
安
心
安
全

な
医
療
の
提
供
を
目
的
に
、
３
月

１
日（
日
）か
ら
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
開
始
予
定
で
す
。

　
病
院
利
用
者
に
、
運
用
開
始
に

よ
る
不
都
合
が
な
い
よ
う
に
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
稼
働
初
期

に
、
診
療
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

な
ど
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
導
入
当
初
の
混
乱
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
、
一
時
的

に
診
察
予
約
を
制
限
し
て
い
ま

す
。
可
能
な
限
り
短
期
間
で
平
常

ど
お
り
の
診
療
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
ま
す
の
で
、
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
電
子
カ
ル
テ
の
運
用
開
始
に
よ

り
、
再
来
受
付
方
法
が
変
更
と

な
り
ま
す

電
子
カ
ル
テ
の
メ
リ
ッ
ト

　
医
師
、
看
護
師
な
ど
が
院
内
の

ど
の
場
所
か
ら
で
も
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
利
用
し
、瞬
時
に
カ
ル
テ
や
検

査
画
像
な
ど
を
確
認
で
き
、院
内

連
携
が
よ
り
円
滑
に
な
り
ま
す
。

　
高
齢
者
向
け
紙
お
む
つ
の
正
し

い
使
い
方
や
選
び
方
な
ど
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

第
１
回

期
日
　
３
月
９
日
（
月
）

会
場
　
塩
沢
公
民
館
２
階
研
修
室

第
２
回

期
日
　
３
月
11
日
（
水
）

会
場
　
大
和
庁
舎
３
階
大
会
議
室

第
３
回

期
日
　
３
月
13
日
（
金
）

会
場
　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

 

共
通
事
項

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
師
　
紙
お
む
つ
メ
ー
カ
ー
担
当

者
費
用
　
無
料

定
員
　
各
回
30
人
（
達
し
次
第
締

切
り
）

締
切
り
　
３
月
２
日
（
月
）

※
電
話
な
ど
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

掲 示 板● 市などからのお知らせ

掲
示
板

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

相
続
登
記
の
無
料
相
談
月
間

【
問
合
せ
】

新
潟
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
５

－

２
４
４

－

５
１
２
１

冬
の
踏
切
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
！

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１
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男
女
共
同
参
画
推
進
市
民
会
議

（
通
称
ハ
ー
モ
ニ
ー
）主
催

「
エ
コ
料
理
教
室
」

【
問
合
せ・申
込
み
】

「
エコ
料
理
教
室
」事
務
局（
大
網
）

☎
０
９
０

－

１
８
３
９

－

３
６
４
８

メ
ー
ル
：tknm

c115@
ybb.ne.jp

農
業
用
免
税
軽
油

〜
免
税
証
の
交
付
〜

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局
県
税
部

課
税
課（
免
税
軽
油
担
当
）

☎
７
７
２

－

２
６
６
３

英
語
de「
た
ん
け
ん
日
本
」

参
加
者
募
集

【
問
合
せ・申
込
み
】

ス
ノ
ー
フ
レ
ー
ク
ス
ク
ラ
ブ（
今
井
）

☎
０
９
０

－

７
８
１
６

－

１
５
０
２

小
千
谷
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場

会
場
　
小
千
谷
市
総
合
産
業
会
館

サ
ン
プ
ラ
ザ
３
階

期
間
　
２
月
16
日
（
月
）
〜

３
月
16
日
（
月
）

※
土
、
日
を
除
く
。
こ
の
期
間
、

小
千
谷
税
務
署
で
は
、
申
告
相

談
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
早
め
に
受

付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
申
告
会
場
で
は
、
自
分
で

パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
、
申
告
書

を
作
成
す
る
こ
と
が
原
則
で
す

確
定
申
告
書
に
復
興
特
別
所
得
税

額
の
記
載
漏
れ
に
注
意

　
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

ま
で
、
所
得
税
と
併
せ
て
復
興
特

別
所
得
税
の
申
告
と
納
付
が
必
要

で
す
。
復
興
特
別
所
得
税
額
は
、

各
年
分
の
基
準
所
得
税
額
（
原
則

と
し
て
、そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）

に
２
・
１
％
の
税
率
を
掛
け
て
計

算
し
た
金
額
で
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告
相
談

　
控
除
を
初
め
て
受
け
る
人
と
昨

年
以
前
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

で
は
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

に
必
要
な
書
類
と
申
告
会
場
が
異

な
り
ま
す
。

※
確
定
申
告
に
は
、源
泉
徴
収
票
、

収
支
内
訳
書
な
ど
の
書
類
や
印

鑑
も
必
要

 

初
め
て
受
け
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に
必
要

な
書
類

①
家
屋
、
土
地
な
ど
の
登
記
事
項

証
明
書
②
工
事
請
負
契
約
書

な
ど
、
取
得
価
格
が
わ
か
る
書

類
の
写
し
③
住
民
票
の
写
し

④
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

※
増
改
築
の
場
合
は
、「
建
築
確

認
済
証
（
検
査
済
証
）」
の
写

し
か
、建
築
士
が
発
行
し
た「
増

改
築
等
工
事
証
明
書
」
が
必
要

申
告
会
場
　
小
千
谷
税
務
署
の
確

定
申
告
会
場

 

昨
年
以
前
に
も
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に
必
要

な
書
類

①
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書 

②
給
与
所
得
者
の
（
特
定
増
改
築

等
）
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

申
告
書

申
告
会
場
　
小
千
谷
税
務
署
の
確

定
申
告
会
場
か
、
市
の
申
告
会

場
〔
市
民
会
館
〕

　
農
業
用
機
械
に
使
用
す
る
軽
油

を
、
免
税
証
と
引
き
換
え
に
購
入

す
る
と
軽
油
引
取
税
（
１
ℓ
あ
た

り
32
・
１
円
）が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
免
税
証
の
交
付
を
希
望
す
る
人

は
、
申
請
く
だ
さ
い
。

　
国
税
・
地
方
税
の
滞
納
処
分
を

受
け
、
そ
の
処
分
の
日
か
ら
２
年

を
経
過
し
な
い
人
な
ど
に
は
交
付

で
き
ま
せ
ん
。

※
現
在
の
法
令
で
は
、
免
税
制
度

は
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
。

制
度
は
延
長
見
込
み
で
す
が
、

国
会
の
議
決
で
変
わ
る
可
能
性

あ
り

受
付
日
時
　
①
昨
年
に
引
き
続
き

申
請
す
る
人
：
事
前
に
通
知
し

た
日
時
、 
②
今
年
初
め
て
申
請

す
る
人
：
２
月
10
日
（
火
）
午

後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

第
１
会
議
室

申
請
に
必
要
な
も
の

・
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員

会
が
証
明
）

・
印
鑑
（
共
同
で
申
請
す
る
場
合

は
、
全
員
分
が
必
要
）

※
機
械
を
買
い
替
え
た
場
合
と
、今

年
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、機

械
の
所
有
証
明（
販
売
店
の
販
売

証
明
な
ど
）も
必
要
で
す

費
用
　
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
交

付
申
請
（
新
規
・
更
新
）
を
行

う
場
合
は
、
手
数
料
【
４
５
０

円
】
の
納
付
が
必
要
（
新
潟
県

収
入
証
紙
で
納
付
）

　
国
際
大
学
の
留
学
生
や
外
国
籍

児
童
、
そ
の
家
族
と
一
緒
に
雪
遊

び
を
し
た
り
、
ラ
ン
チ
を
作
り
ま

せ
ん
か
？

日
時
　
３
月
15
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

集
合
場
所
　
市
民
会
館
、
浦
佐
小

学
校
（
市
の
バ
ス
を
利
用
し
、

会
場
に
移
動
し
ま
す
）

会
場
　
五
日
町
ス
キ
ー
場

対
象
　
市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生

費
用
　
５
０
０
円
（
昼
食
代
、
保

険
料
、
通
信
費
な
ど
）

定
員
　
15
人

締
切
り
　
２
月
15
日
（
日
）

　「
食
」
を
通
し
た
環
境
へ
の
配

慮
を
テ
ー
マ
に
、
野
菜
の
皮
の
ミ

ニ
講
義
と
調
理
実
習
を
開
催
し
ま

す
。
栄
養
豊
富
な
野
菜
の
皮
や
残

っ
た
食
材
を
利
用
し
た
簡
単
で
誰

に
で
も
作
れ
る
お
い
し
い
料
理
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
３
月
１
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時

会
場
　
塩
沢
公
民
館
２
階
調
理
室

講
師
　
木
村
多
美
子
さ
ん

メ
ニ
ュ
ー
　
残
り
ご
は
ん
の
ピ
ザ
、

牛
乳
も
ち
、
キ
ャ
ベ
ツ
シ
ュ
ウ

マ
イ
、
大
根
の
皮
の
ピ
ク
ル
ス

参
加
費
　
５
０
０
円

定
員
　
20
人（
達
し
次
第
締
切
り
）

受
付
期
間
　
２
月
４
日
（
水
）
〜

２
月
14
日
（
土
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

持
ち
帰
り
容
器

託
児
　
生
後
６
か
月
〜
小
学
生

　（
託
児
一
人
に
つ
き
２
０
０
円
・

参
加
申
込
み
と
同
時
に
申
出
が

必
要
）

※
参
加
費
・
託
児
料
は
当
日
集
金

掲 示 板● 市などからのお知らせ

小
千
谷
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】

小
千
谷
税
務
署

☎
０
２
５
８

－

８
３

－

２
０
９
０

【
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
し
た
が
っ

て
番
号
を
選
択
】

N みなみうおぬまニュースプラザ
e  w  s

P  l  a  z  a

　12月21日（日）、南魚沼市図書館で「南魚沼市の魅力発掘！フォトコン
テスト」の表彰式を行いました。
　「南魚沼市の魅力発掘！フォトコンテスト」は、南魚沼市の普段は何気
なく見過ごされている名所、知る人ぞ知る隠れた名所、後世に伝えたい
歴史的建造物・構造物・伝統文化などを募集テーマとした、市内の魅力
や地域資源の発掘を目的に開催したフォトコンテストです。［作品は、３月
20日（金）まで、市内各所で展示予定］

「南魚沼市の魅力発掘！フォトコンテスト」の表彰式を行いました

　12月20日（土）、東京都千代田区の日経ホールで開催された2014年度
ＭＦＪランキング認定表彰式で、笹岡千夏さんがスノーモービルプレス会か
ら今年の最優秀選手としてスノーモービルプレス賞を受賞しました。
　笹岡さんは県立六日町高等学校の２年生で、2014年MFJ全日本スノ
ーモービル選手権シリーズＢ級Ｓ３クラスで全５戦中３勝し、シリーズ初の女
性チャンピオンとなりました。

2014年度ＭＦＪランキング表彰式でスノーモービルプレス賞を受賞  笹岡千夏さん〔坂戸〕

　１月９日（金）、故富岡惣一郎画伯の作品を寄贈いただいた妻である岸
枝さんに、表彰状と記念品を贈呈しました。表彰状などは、高齢である岸
枝さんの代わりに来庁された長男の秀さんにお渡ししました。
　岸枝さんは、画伯の「雪国で生まれた作品は雪国に還す」という遺志
のもとに、多くの油彩画・墨絵・リトグラフなどの作品や画伯ゆかりの品を
市に寄贈していただきました。井口市長は「偉大な富岡画伯の作品を芸
術文化振興と地域発展、教育活動に活用していきたい」と、感謝の気持
ちを伝えました。

南魚沼市表彰条例に基づき表彰状を贈呈　富岡岸枝さん〔東京都〕

　１月11日（日）・12日（月・祝）の２日間、昨年まで六日町地域で開催され
た「雪見市」が、会場を新たに池田記念美術館とし、「雪見展」として開
催されました。展示販売コーナーに商品委託販売が36店、食品コーナー
に日替わりで７店、その他にワークショップコーナーやリラクゼーションコー
ナー、飲食店・カフェコーナーなどが設けられ、訪れた多くの人が真冬の
クラフトマーケットを思い思いに楽しんでいました。

会場を新たに雪見展が開催されました

南魚沼市消防団女性部の愛称が「女組」に決定
め   ぐみ

　12月17日（水）、南魚沼市消防団女性部の愛称が「女組」に決定し、
南魚沼市消防団女性部愛称決定に伴う感謝状授与式が開催されまし
た。愛称は市民から募集を行い、女性部員が主となり選考したものです。
　この愛称を応募いただいた小島久明さん〔五箇〕は、「江戸時代、町人
の火消組織であるいろは組の「め組」に、女性部の「女」をあて、女性なら
ではの優しさと今後の活発な活動を期待し、応募しました」と語りました。
小島さんには、貝瀬南魚沼市消防団長から感謝状と副賞が贈られました。

め  ぐみ

市報 みなみ魚沼　平成27年２月１日発行 18



男
女
共
同
参
画
推
進
市
民
会
議

（
通
称
ハ
ー
モ
ニ
ー
）主
催

「
エ
コ
料
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９
０
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９
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３
６
４
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６
６
３
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時
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、
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書
に
復
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特
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所
得
税

額
の
記
載
漏
れ
に
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平
成
25
年
分
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ら
平
成
49
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分

ま
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得
税
と
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せ
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特
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受
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が
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入
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が
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に
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人
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時
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）
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は
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全
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）
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を
買
い
替
え
た
場
合
と
、今

年
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、機

械
の
所
有
証
明（
販
売
店
の
販
売

証
明
な
ど
）も
必
要
で
す

費
用
　
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
交

付
申
請
（
新
規
・
更
新
）
を
行

う
場
合
は
、
手
数
料
【
４
５
０

円
】
の
納
付
が
必
要
（
新
潟
県

収
入
証
紙
で
納
付
）

　
国
際
大
学
の
留
学
生
や
外
国
籍

児
童
、
そ
の
家
族
と
一
緒
に
雪
遊

び
を
し
た
り
、
ラ
ン
チ
を
作
り
ま

せ
ん
か
？

日
時
　
３
月
15
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

集
合
場
所
　
市
民
会
館
、
浦
佐
小

学
校
（
市
の
バ
ス
を
利
用
し
、

会
場
に
移
動
し
ま
す
）

会
場
　
五
日
町
ス
キ
ー
場

対
象
　
市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生

費
用
　
５
０
０
円
（
昼
食
代
、
保

険
料
、
通
信
費
な
ど
）

定
員
　
15
人

締
切
り
　
２
月
15
日
（
日
）

　「
食
」
を
通
し
た
環
境
へ
の
配

慮
を
テ
ー
マ
に
、
野
菜
の
皮
の
ミ

ニ
講
義
と
調
理
実
習
を
開
催
し
ま

す
。
栄
養
豊
富
な
野
菜
の
皮
や
残

っ
た
食
材
を
利
用
し
た
簡
単
で
誰

に
で
も
作
れ
る
お
い
し
い
料
理
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
３
月
１
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時

会
場
　
塩
沢
公
民
館
２
階
調
理
室

講
師
　
木
村
多
美
子
さ
ん

メ
ニ
ュ
ー
　
残
り
ご
は
ん
の
ピ
ザ
、

牛
乳
も
ち
、
キ
ャ
ベ
ツ
シ
ュ
ウ

マ
イ
、
大
根
の
皮
の
ピ
ク
ル
ス

参
加
費
　
５
０
０
円

定
員
　
20
人（
達
し
次
第
締
切
り
）

受
付
期
間
　
２
月
４
日
（
水
）
〜

２
月
14
日
（
土
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

持
ち
帰
り
容
器

託
児
　
生
後
６
か
月
〜
小
学
生

　（
託
児
一
人
に
つ
き
２
０
０
円
・

参
加
申
込
み
と
同
時
に
申
出
が

必
要
）

※
参
加
費
・
託
児
料
は
当
日
集
金

掲 示 板● 市などからのお知らせ

小
千
谷
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】

小
千
谷
税
務
署

☎
０
２
５
８

－

８
３

－

２
０
９
０

【
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
し
た
が
っ

て
番
号
を
選
択
】

N みなみうおぬまニュースプラザ
e  w  s

P  l  a  z  a

　12月21日（日）、南魚沼市図書館で「南魚沼市の魅力発掘！フォトコン
テスト」の表彰式を行いました。
　「南魚沼市の魅力発掘！フォトコンテスト」は、南魚沼市の普段は何気
なく見過ごされている名所、知る人ぞ知る隠れた名所、後世に伝えたい
歴史的建造物・構造物・伝統文化などを募集テーマとした、市内の魅力
や地域資源の発掘を目的に開催したフォトコンテストです。［作品は、３月
20日（金）まで、市内各所で展示予定］

「南魚沼市の魅力発掘！フォトコンテスト」の表彰式を行いました

　12月20日（土）、東京都千代田区の日経ホールで開催された2014年度
ＭＦＪランキング認定表彰式で、笹岡千夏さんがスノーモービルプレス会か
ら今年の最優秀選手としてスノーモービルプレス賞を受賞しました。
　笹岡さんは県立六日町高等学校の２年生で、2014年MFJ全日本スノ
ーモービル選手権シリーズＢ級Ｓ３クラスで全５戦中３勝し、シリーズ初の女
性チャンピオンとなりました。

2014年度ＭＦＪランキング表彰式でスノーモービルプレス賞を受賞  笹岡千夏さん〔坂戸〕

　１月９日（金）、故富岡惣一郎画伯の作品を寄贈いただいた妻である岸
枝さんに、表彰状と記念品を贈呈しました。表彰状などは、高齢である岸
枝さんの代わりに来庁された長男の秀さんにお渡ししました。
　岸枝さんは、画伯の「雪国で生まれた作品は雪国に還す」という遺志
のもとに、多くの油彩画・墨絵・リトグラフなどの作品や画伯ゆかりの品を
市に寄贈していただきました。井口市長は「偉大な富岡画伯の作品を芸
術文化振興と地域発展、教育活動に活用していきたい」と、感謝の気持
ちを伝えました。

南魚沼市表彰条例に基づき表彰状を贈呈　富岡岸枝さん〔東京都〕

　１月11日（日）・12日（月・祝）の２日間、昨年まで六日町地域で開催され
た「雪見市」が、会場を新たに池田記念美術館とし、「雪見展」として開
催されました。展示販売コーナーに商品委託販売が36店、食品コーナー
に日替わりで７店、その他にワークショップコーナーやリラクゼーションコー
ナー、飲食店・カフェコーナーなどが設けられ、訪れた多くの人が真冬の
クラフトマーケットを思い思いに楽しんでいました。

会場を新たに雪見展が開催されました

南魚沼市消防団女性部の愛称が「女組」に決定
め   ぐみ

　12月17日（水）、南魚沼市消防団女性部の愛称が「女組」に決定し、
南魚沼市消防団女性部愛称決定に伴う感謝状授与式が開催されまし
た。愛称は市民から募集を行い、女性部員が主となり選考したものです。
　この愛称を応募いただいた小島久明さん〔五箇〕は、「江戸時代、町人
の火消組織であるいろは組の「め組」に、女性部の「女」をあて、女性なら
ではの優しさと今後の活発な活動を期待し、応募しました」と語りました。
小島さんには、貝瀬南魚沼市消防団長から感謝状と副賞が贈られました。

め  ぐみ
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日にち
２月 カレンダー

2015. FEBRUARY.CALENDAR

行事名・時間・会場など

■ 時　間　9：30～15：30
 「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● ２月５日（木）　11：00～
　支援講座「エプロンシアター」講師：保育士

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報
交換」「育児相談」などに利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７2－7754

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● ２月20日（金）　11：00～
　支援講座「エプロンシアター」講師：保育士
※どの会場にも参加できます。予約は不要です
　保険料として1人10円をお願いします

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

● ２月12日（木）　11：00～
　支援講座「エプロンシアター」講師：保育士

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日
　※土曜日は入園している未満児クラスの人も利用できます

●人口 59,636人（先月比 -68）
●男 29,139人（先月比 -45） ●女 30,497人（先月比 -23）
●世帯数 19,671戸（先月比 -26）

市民の動き
（平成26年12月末日現在）

２月13日（金）　13:30～16:00　塩沢老人福祉センター
２月16日（月）　13:30～15:30　働く婦人の家〔浦佐〕
２月25日（水）　14:00～16:00　本庁舎
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660

市
 報み
な
み
魚
沼

ほ 広 場の ぼ の

行政
困りごと
相談日

●　脳神経外科の休日救急医療　齋藤記念病院　☎773-5111
（診療時間：土曜12：00～翌朝6：00、日曜・祝日6：00～翌朝6：00）
※服用している薬がある場合は、お薬手帳や服用している薬をお持ちください。乳幼児
　の受診の場合は、母子手帳をお持ちください
●　休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688（日曜・祝日のみ）
●　新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025-288-2525
夜間に子どもの具合が悪くなったときに利
用ください。経験豊富な看護師が、必要
に応じて医師のアドバイスを受けながら相談に応じます。
（毎日19：00～ 23：00）
◆　医療機関の適切な利用に協力をお願いします　◆
通常の診療時間のほうが医師やスタッフも揃っているので、
夜間より適切な治療が受けられます。できるだけ通常の時
間に受診しましょう。また、医療や健康のことを気軽に相談
できる「かかりつけ医」を持ちましょう。病状に応じて適切
な病院や医師に紹介してもらえるので、いざというときも安心です。

2015.２
FEBRUARY

25●水
24●火

第２回農業委員会総会
９：30～　大和庁舎３階 旧議場

27●金 乳幼児親子おはなし会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

城内地区第４回「そだち学級」
10：00～11：30　城内地域開発センター

12●木

１●日
第４回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館
コミュニケーション・セミナー
14：00～15：30　子ども・若者育成支援センター

15●日 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　FMゆきぐに

21●土 読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館 多目的室

自然・人・産業の和で築く安心のまち
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第５回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館

「金城幼稚園のスキー教室」
～スキー、楽しいよ! ～

南魚沼市　救急医療 検 索

２月1日～15日
ウェブサイト

救急医療当番
★市消防本部のテレホンガイド　☎782-1991や

　でも当番の確認ができます。

必ず受診前に電話で症状を伝え、対応が可能か確認してください

編　集　後　記
　約20年ぶりに、どんど焼きに参加しました。どんど焼きといえば、
小正月のころに、しめ縄などの正月飾りを燃やし、無病息災や五
穀豊穣を願う伝承行事。雪景色の中でするのが当たり前だと思っ
ていたこの行事に、久しぶりに参加すると、これも雪国ならではの
風景だと改めて感じました。２月は、しおざわ雪譜まつり、南魚沼
市雪まつりがあります。雪国ならではのイベントに、ぜひお出かけ
ください。 （秘書広報室　宮本）

◆今月の表紙
　１月15日（木）に上越国際スキー場で開催されたさくら（年長）
組のスキー教室。みな元気に特設ゲレンデを滑りました。

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科

坂内医院内科

外科

13：30～16：00 ７７6－２０15
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 六日町病院 ７7２－7111

六日町病院 ７7２－7111

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 ７73－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７77－2111

１日
 （日）

８日
（日）

７日
 （土）

11日
（水・祝）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 ７73－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 六日町病院 ７7２－7111

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 ７73－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 六日町病院 ７7２－7111

中山医院内科

外科

13：30～16：00 ７83－5500
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７77－2111

ゆきぐに大和病院 ７77－211114日
 （土）

15日
 （日）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 ７73－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７77－2111


